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2ྩ̒ 11 月 ø 日

　医療機関などでの受診が、本年 12 月２日からマイナ保険証（健康保険証利用登録を
したマイナンバーカードのこと。）での受診を基本とする仕組みへ移行し、国民健康保
険被保険者証（兼高齢者受給者証）や後期高齢者医療被保険者証の新規発行や再発行が
できなくなります。
　なお、12 月２日時点でお手元にある有効な保険証は、有効期限（令和７年７月 31 日）
まで使用できます。捨ててしまわないようご注意ください。
※令和７年７月 31 日までに国民健康保険から後期高齢者医療保険に移行する方や町外
へ転出される方、被用者の保険への加入など、異動がある場合は有効期限が異なります。

◆マイナ保険証への移行の流れ◆マイナ保険証への移行の流れ

　12 月２日以降に被保険者となる方や保険証の記載内容の変更を伴う異動が生じた方、
紛失した方、お持ちの保険証の有効期限が切れる方などについては、マイナ保険証の保
有状況に応じて次のとおりとなります。

マイナ保険証がない人マイナ保険証がない人

　「資格確認書」を発行します。
医療機関等に受診する時は、資格
確認書を提示してください。

マイナ保険証がある人マイナ保険証がある人

　マイナ保険証での受診が基本と
なります。マイナ保険証がある人
には、被保険者資格が確認できる
よう、新規資格取得時などに「資
格情報のお知らせ」を発行する予
定です。
　なお、資格情報のお知らせだけ
では医療機関などを受診すること
はできません。

問合せ　住民課国保年金班　
　　　　　　　　 33-7706▲町 HP

マイナンバーカード申請サポートを実施マイナンバーカード申請サポートを実施

　医療機関などでの受診が本年 12 月２日からマイナ保険証を基本とす
る仕組みへ移行します

現行の保険証の新規発行終了について現行の保険証の新規発行終了について

問合せ　住民課戸籍住民班　
　　　　　　　　 33-7704

　マイナンバーカードの交付申請に不安
がある方のためにマイナンバーカードの
交付申請書の作成をサポートします。
　医療機関等でマイナンバーカードの健
康保険証利用が可能になっています。ぜ
ひ、この機会にお作りください。

日　時　
　11 月９日㈯９時から 17 時
場　所　住民課①番窓口
対象者
　・栄町に住民登録がある方
　・２か月以内に転出予定がない方
持ち物
　マイナンバーカード交付申請書

（お持ちの方のみ）
※申請書をお持ちでない方は、本人
　確認書類（運転免許証、健康保険
　証など）をお持ちください。
※写真は、当日無料で撮影します。

◀
町
Ｈ
Ｐ



3 広報さかえ　

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園
部
分
を
除
く
）
は
、
保
護
者
が
就
労
、

疾
病
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育

を
す
る
施
設
で
す
。

　

保
護
者
の
状
況
に
よ
り
入
園
可
否
を
選
考
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
書
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　

園　名 対　象

安食保育園 生後満６か月から５歳児

みなみ栄保育園 生後 57 日から５歳児

ながと幼稚園（認定こども園） １歳児から５歳児

うさぎとかめ（小規模保育事業所） ０歳児から２歳児

さかえ保育園（小規模保育事業所） ０歳児から２歳児

入園希望先入園希望先 保育園 ･ 小規模保育事業所 認定こども園

申請期限など申請期限など

【町内】
12 月 10 日㈫まで

【町外】
希望先保育園の所在地市町村に
よって、申請期限が異なりますの
で、福祉・子ども課までお問い合
わせください

ながと幼稚園に直接お問い合わせください
 95-0751

申請場所申請場所
役場１階⑥番窓口
福祉・子ども課
※郵送不可

３歳以上
ながと幼稚園

３歳未満
役場１階⑥番窓口
福祉・子ども課
※郵送不可

申請書の申請書の
配布場所配布場所

・福祉・子ども課窓口
・こども家庭センター
　（ふれあいプラザさかえ内）
・子育て情報・交流館アップＲ
　（キッズランド内）
・安食保育園
・みなみ栄保育園
・うさぎとかめ
・さかえ保育園

・認定こども園　ながと幼稚園

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　
　
　
　


33-

７
７
０
７

令
和
７
年
度
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
新
規
入
園
申
し
込
み
開
始

令
和
７
年
度
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
新
規
入
園
申
し
込
み
開
始

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

等
助
成
受
給
券
に
つ
い
て

等
助
成
受
給
券
に
つ
い
て

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童(

あ
る
一
定
以
上
の
障

が
い
を
有
す
る
場
合
は
20
歳
未

満)

を
扶
養
す
る
母
子
・
父
子

家
庭
な
ど
の
父
母
に
対
し
て
、

医
療
費
の
助
成
を
し
て
い
ま

す
。(

資
格
認
定
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す)

　
「
認
定
申
請
書
」
を
提
出
済

み
の
方
に
は
、
11
月
１
日
以
降

の
受
給
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

認
定
申
請
書
を
提
出
し
て
い
る

の
に
受
給
券
が
届
い
て
い
な
い

方
は
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
し
て
い
な
い
方

は
、「
認
定
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
申
請
者
本
人
名
義
の
預
金

　
　

口
座
の
わ
か
る
も
の

　

②
健
康
保
険
被
保
険
者
証　

　
　

(

本
人)

　

③
戸
籍
謄
本

　

④
世
帯
全
員
の
住
民
票

※
「
児
童
扶
養
手
当
」
を
申
請

　

し
て
い
る
方
は
③
お
よ
び
④

　

の
提
出
が
省
略
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　


33-

７
７
０
７

養
育
費
な
ど
の
無
料
法
律

養
育
費
な
ど
の
無
料
法
律

相
談
を
開
催
し
ま
す

相
談
を
開
催
し
ま
す

　

離
婚
に
際
し
て
、「
離
婚
し

た
時
に
養
育
費
を
も
ら
え
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
」「
ど
の

よ
う
に
し
て
養
育
費
を
取
得
す

れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

定
員
を
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

定
員
に
達
し
次
第
、
締
切
り

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

日　

時

　

11
月
24
日
㈰

時　

間

　

13
時
か
ら
16
時

場　

所

　

成
田
市
役
所
内
２
階

　
　
　

成
田
市
花
崎
町
７
６
０

申
込
期
間

　

11
月
20
日
㈬
12
時
ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

　

一
般
財
団
法
人
千
葉
県
母
子

　

寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務
局

　

０
４
３-

２
２
２-

５
８
１
８

定
額
減
税
補
足
給
付
金

定
額
減
税
補
足
給
付
金

（
調
整
給
付
）
の
申
請
期
限

（
調
整
給
付
）
の
申
請
期
限

はは
1010
月月
3131
日
㈭
ま
で

日
㈭
ま
で

▲町 HP



4ྩ̒ 11 月 ø 日

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

                  
                  

支
援
事
業

支
援
事
業

歯
科
診
療
・
健
診

歯
科
診
療
・
健
診

〇
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　
（
開
館
日
、
開
館
時
間
の
み
）

〇
住
民
課
窓
口

　
（
第
２
・
４
土
曜
開
庁
日
の
み
）

③
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

　
※
自
動
受
信
確
認
メ
ー
ル
が
返

　

信
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

　

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

④
フ
ァ
ッ
ク
ス

 

80-

１
３
５
８

※
用
紙
の
表
裏
誤
り
や
内
容
が

　

不
鮮
明
な
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
お
手
数
で
す
が
確
認

　

の
た
め
、
健
康
推
進
班
ま
で

　

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

●
注
意
事
項

　

電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

　

健
康
介
護
課
健
康
推
進
班

　

33-

７
７
０
８

令
和
６
年
度
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん　

令
和
６
年
度
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　

追
加
検
診
の
実
施
（
申
込
み
制
）

　
　
　
　
　
　
　
　

追
加
検
診
の
実
施
（
申
込
み
制
）

日　

程

　

12
月
18
日
㈬

受
付
時
間　

　

８
時
50
分
か
ら
11
時
30
分

会　

場

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

対　

象　

　

40
歳
以
上
の
方
（
令
和
６
年

９
月
に
実
施
し
た
栄
町
が
ん
検

診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
（
キ

ャ
ン
セ
ル
し
た
方
を
含
む
））　

検
診
内
容
お
よ
び
料
金

　

・
胃
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

　
　
　
　
　
　

１
，
２
６
０
円

　

・
肺
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
１
０
円

　

・
大
腸
（
便
潜
血
反
応
検
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
０
円

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　

は
無
料
で
す
。
必
ず
受
診
の

　

際
は
、「
生
活
保
護
受
給
証

　

明
書
」
を
持
参
く
だ
さ
い

申
込
期
間　

　

11
月
20
日
㈬
ま
で　

申
込
み
方
法

①
窓
口

　

健
康
介
護
課
⑤
番
窓
口

　
（
平
日
の
み
）

　

受
付
時
間
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　

17
時
15
分

②
回
収
箱
へ
の
投
函

　

が
ん
検
診
申
込
書
を
ご
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
載
し
、
回
収
箱
へ
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。

　

白
血
病
な
ど
の
血
液
疾
患
に

有
効
な
治
療
法
と
し
て
、
骨
髄

移
植
や
抹
消
血
幹
細
胞
移
植
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
治
療
法
に

は
骨
髄
や
抹
消
血
幹
細
胞
を
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
方
（
ド
ナ

ー
）
が
必
要
で
す
。
一
人
で
も

多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た
め

に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
ド
ナ

ー
登
録
が
必
要
で
あ
り
、
特
に

若
い
世
代
の
方
の
ド
ナ
ー
登
録

が
少
な
い
状
況
な
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
ド
ナ
ー
や
ド
ナ
ー

が
勤
務
す
る
事
業
所
に
助
成
金

を
交
付
す
る
「
骨
髄
移
植
ド
ナ

ー
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

健
康
介
護
課
健
康
推
進
班

　


33-

７
７
０
８

◆
在
宅
訪
問
歯
科
診
療

　

町
で
は
自
宅
で
歯
の
治
療
が
受
け
ら
れ
る
在
宅
訪
問
歯
科
診
療
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寝
た
き
り
な
ど
で
、
歯
科
医
院
に
行
け
ず
お
困
り
の
方
は
、
歯
科

医
師
が
ご
自
宅
に
往
診
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対　

象　

栄
町
在
住
で
寝
た
き
り
な
ど
の
理
由
で
通
院
が
困
難
な
方

内　

容　

入
れ
歯
、
む
し
歯
の
治
療
、
口
腔
ケ
ア
な
ど

治
療
費　

保
険
診
療
自
己
負
担

◆
成
人
歯
科
健
診

対
象
者　

内　

容　

口
腔
診
査
、
歯
科
保
健
指
導
な
ど

費　

用　

無
料
※
受
診
券
が
必
要
で
す
。

手
続
き

①
申
込
み

　

令
和
７
年
３
月
14
日
㈮
ま
で
に
健
康
介
護
課
⑤
番
窓
口
ま
た
は
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
よ
り
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
込
み
後

　

協
力
歯
科
医
院
へ
予
約
し
、
今
年
度
中
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

町
の
歯
科
事
業
協
力
歯
科
医
院
一
覧

　

〇
勝
田
歯
科
医
院　

〇
清
河
歯
科
医
院

　

〇
福
島
歯
科
医
院　

〇
ミ
モ
ト
歯
科
医
院

　

〇
竜
角
寺
歯
科
医
院

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
介
護
課　

健
康
推
進
班
⑤
窓
口

　

33-

７
７
０
８

▲栄町 HP

▲町 HP

▲日本骨髄バンク HP

対象者（生年月日）
2003 年４月１日から
2004 年３月 31 日
1993 年４月１日から
1994 年３月 31 日
1983 年４月１日から
1984 年３月 31 日
1973 年４月１日から
1974 年３月 31 日
1963 年４月１日から
1964 年３月 31 日
1953 年４月１日から
1954 年３月 31 日

▲町 HP ▲申込み



5 広報さかえ

日
本
年
金
機
構
か
ら
の

日
本
年
金
機
構
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
発
行

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お

い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
の
際
に
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は

必
ず
こ
の
証
明
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

①
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令

　

和
６
年
９
月
30
日
ま
で
の
間

　

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

　

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
11
月

　

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

②
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
令

　

和
６
年
12
月
31
日
の
間
に
国

　

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

　

た
方
に
つ
い
て
は
、　

令
和

　

７
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

　

ま
す
。

問
合
せ
・
受
付
時
間

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
３-

６
６
３
０-

２
５
２
５

　
（
一
般
電
話
）

　

月
曜
か
ら
金
曜
日

　
　

８
時
30
分
か
ら
19
時

　

第
２
土
曜
日

　
　

９
時
か
ら
17
時

※
祝
日
、
12
月
28
日
か
ら
１
月

　

５
日
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

個
人
事
業
税
の
第
２
期
分
の

納
期
限
は
、
12
月
２
日
㈪
で
す
。

 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

金
融
機
関
な
ど
で
の
窓
口
納
付

の
ほ
か
、
地
方
税
お
支
払
い
サ

イ
ト
か
ら
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
ア
プ
リ
で
納
付
が
で
き
ま
す
。

 

便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

　

千
葉
県
佐
倉
県
税
事
務
所　

　


０
４
３-

４
８
３-

１
１
１
４

　　個
人
事
業
税
の
納
期
限
内

個
人
事
業
税
の
納
期
限
内

納
付
に
つ
い
て

納
付
に
つ
い
て

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様

に
租
税
の
意
義
や
役
割
、
税
務

行
政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年

11
月
11
日
か
ら
17
日
を
「
税
を

考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
様
々

な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」

に
合
わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
「
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
向
か
っ
て
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国

税
庁
の
各
種
取
組
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
行
政
Ｄ
Ｘ
化
と
し
て
、

「
年
末
調
整
や
確
定
申
告
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
自
動
入
力
」、「
使
っ
て
み
る

と
便
利
で
す
！
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
！
」、「
納
税
証
明
書

は
、
請
求
か
ら
受
取
り
ま
で
オ

ン
ラ
イ
ン
で
完
結
」、「
申
告
・

納
税
と
一
緒
に
日
々
の
業
務
も

デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
せ
ん
か
？
」

な
ど
の
各
種
取
組
に
つ
い
て
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「yo

u
tu

b
e

」
の
「
国

税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
新

着
動
画
を
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
各
種
情
報
を
「
Ｘ
」
で
発

信
し
ま
す
。

問
合
せ　

成
田
税
務
署

　
　
　
　

28-

５
１
５
１

【
業
務
内
容
①
】

　

給
与
支
払
報
告
書
の
点
検
お

よ
び
整
理
な
ど

任
用
期
間

　

令
和
７
年
１
月
16
日
㈭
か
ら

　
　
　
　
　

３
月
19
日
㈬
ま
で

採
用
人
数　

　

５
名
程
度

【
業
務
内
容
②
】

　

確
定
申
告
の
受
付
な
ど

任
用
期
間

　

令
和
７
年
２
月
６
日
㈭
か
ら

　
　
　
　
　

３
月
17
日
㈪
ま
で

採
用
人
数

　

３
名
程
度

時　

給

　

１
，
０
７
６
円

　

※
交
通
費
の
支
給
あ
り

申
込
み

　

申
込
書(

履
歴
書)

に
記
入

の
う
え
、
11
月
15
日
㈮
ま
で
に

税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

面
接
日　

11
月
26
日
㈫

問
合
せ

　

税
務
課
住
民
税
班　
　
　
　

　


33-

７
７
０
３

税
を
考
え
る
週
間

税
を
考
え
る
週
間

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
の

会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
　
　

募
集
（
税
務
課
）

　
　
　

募
集
（
税
務
課
）

土
曜
開
庁
業
務
休
止
の

土
曜
開
庁
業
務
休
止
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

11
月
23
日
の
土
曜
開
庁
業
務

は
祝
日
の
た
め
休
止
し
ま
す
。

問
合
せ　

　

税
務
課

　

33
‐
７
７
０
３

　

住
民
課

　

33
‐
７
７
０
４

土曜開庁休止

土
地
家
屋
調
査
士

土
地
家
屋
調
査
士

　
　

登
記
相
談
に
つ
い
て

　
　

登
記
相
談
に
つ
い
て

　

土
地
境
界
問
題
、
土
地
の
登

記
分
筆
、
建
物
新
築
登
記
な
ど

の
相
談
を
行
い
ま
す
。

日　

時

　

11
月
13
日
㈬

　

９
時
か
ら
12
時
ま
で

会　

場　

　

千
葉
地
方
法
務
局
成
田
出
張
所

　

※
事
前
予
約
不
要
、
相
談
料

　
　

無
料

問
合
せ　

　

千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

印
旛
支
部　

　

支
部
長　

内
田
英
樹

　

０
４
３-

３
０
８-

５
２
９
０

　

▲申込み HP
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木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
・

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
・

　
　
　
　
　

改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助

　
　
　
　
　

改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助

耐
震
改
修
工
事
費
の
補
助

耐
震
診
断
費
の
補
助

危
険
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

危
険
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

除
去
工
事
費
の
一
部
を
補
助

除
去
工
事
費
の
一
部
を
補
助

　

町
で
は
、
地
震
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

倒
壊
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
除
去
工
事
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

※
補
助
金
交
付
決
定
前
に
工
事
を
行
っ
た
場
合
は
、
補
助
金
の
交

付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
補
助
金
の
総
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の

旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ

た
木
造
の
一
戸
建
て
住
宅

ま
た
は
併
用
住
宅
（
居
住
部

分
が
延
床
面
積
の
２
分
の

１
以
上
の
も
の
）

②
構
造
が
、
在
来
工
法
、
伝
統

的
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工

法
で
あ
る
も
の

※
構
造
に
よ
り
、
補
助
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

③
地
上
階
数
が
２
以
下
の
も
の

対
象
者

①
対
象
住
宅
を
所
有
し
、
自
ら

居
住
す
る
方

②
栄
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
方

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

（
世
帯
員
全
員
）

補
助
金
の
額

　

耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の
２

以
内
で
、上
限
額
は
８
万
円（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）

対
象
住
宅

　

耐
震
診
断
費
の
補
助
対
象
条

件
の
①
か
ら
③
に
該
当
す
る
住

宅
で
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐

震
性
が
低
い
と
さ
れ
た
住
宅

対
象
者

①
対
象
住
宅
を
所
有
し
、
自
ら

居
住
す
る
方

②
栄
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
方

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

（
世
帯
員
全
員
）

補
助
金
の
額

　

耐
震
改
修
工
事
費
用
の
23
％ 

以
内
で
、上
限
額
は
50
万
円（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）

申
請
・
問
合
せ

　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
室　

　


33-

７
７
１
９

対
象
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀

　

道
路
に
面
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
で
地
震
に
よ

り
倒
壊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

対
象
者

①
危
険
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方

②
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
（
世
帯
員
全
員
）

③
補
助
対
象
工
事
が
土
地
ま
た
は
建
物
の
販
売
を
目
的
と
し
て
行

う
も
の
で
な
い
方

補
助
金
の
額

　

除
去
工
事
に
要
す
る
費
用
の
合
計
額
と
危
険
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
長
さ
に
一
メ
ー
ト
ル
当
り
１
万
円
を
乗
じ
て
得

た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
で
、
上
限
額
は
10
万
円
（
千
円
未
満
切

り
捨
て
）

注
意
事
項

①
補
助
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
条
件
に
つ
い
て
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
工
事
施
工
者
は
、
町
内
事
業
者
に
限
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
室

　


33-

７
７
１
９

受
付
期
限　

12
月
６
日
㈮
ま
で

受
付
期
限　

12
月
６
日
㈮
ま
で

　

町
で
は
、
地
震
に
対
す
る
木
造
住
宅
の
安
全
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
耐
震
診
断
・
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
補
助
金
交
付
決
定
前
に
耐
震
診
断
な
ど
を
行
っ
た
場
合
は
、

補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
補
助
金
の
総
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

千
葉
県
で
は
、
み
ん
な
で
集

ま
り
安
心
・
お
ト
ク
に
購
入
で

き
る
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電

池
の
共
同
購
入
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
数
分
の
無
料
参
加

登
録
で
設
置
費
用
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

参
加
募
集
期
間

　

令
和
７
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

受
付
時
間

　

10
時
か
ら
18
時
ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
合
せ

　

千
葉
県
み
ん
な
の
お
う
ち
に

太
陽
光
事
務
局 

  


０
１
２
０-

７
５
８-

３
０
０

『
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電

『
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電

池
』
の
共
同
購
入
者
募
集

池
』
の
共
同
購
入
者
募
集

▲ HP
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対　

象　

　

５
人
以
下
の
町
内
の
団
体
な
ど

（
町
内
在
住
者
）

申
込
み

　

11
月
７
日
㈭
ま
で
に
申
込
書

を
提
出
。
３
組
（
先
着
順
）

日　

時

　

11
月
21
日
㈭

　

10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　
（
１
組
30
分
程
度
）

会　

場　

　

役
場
３
階
第
２
会
議
室

問
合
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
室

　

33-

７
７
７
３

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
を
補
助

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
を
補
助

就
学
援
助
制
度　

就
学
援
助
制
度　

入
学
準
備
金
の
入
学
前
支
給

入
学
準
備
金
の
入
学
前
支
給

広報さかえ

※
申
請
は
工
事
着
工
前
に
！

　

申
請
前
に
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

　

を
行
っ
た
場
合
は
、
補
助
金

　

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
対
象
住
宅

 

一
戸
建
て
住
宅
、
ま
た
は
併

　

用
住
宅

※
併
用
住
宅
は
、
居
住
部
分
の

　

み
が
対
象

※
既
に
、
栄
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー

　

ム
補
助
金
を
利
用
し
た
住
宅

　

を
除
く
。

○
対
象
者

　

①
対
象
住
宅
を
所
有
し
、
自   

　
　

ら
居
住
す
る
方

　

②
対
象
住
宅
に
、
10
年
以
上

　
　

継
続
し
て
居
住
す
る
方

　

③
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

　
　

録
さ
れ
て
い
る
方

　

④
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
　

方
（
世
帯
全
員
）

　

⑤
過
去
に
栄
町
住
宅
リ
フ
ォ

　
　

ー
ム
補
助
金
の
交
付
を
受

　
　

け
て
い
な
い
方

受
付
期
限　

12
月
20
日
㈮
ま
で

対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

　

①
町
内
事
業
者
が
行
う
工
事

　

※
町
内
に
本
店
が
あ
る
法
人

　
　

事
業
者
、
ま
た
は
町
内
に

　
　

住
所
が
あ
る
個
人
事
業
者

　

②
20
万
円
以
上
の
工
事（
税
込
）

　

③
補
助
対
象
工
事
は
、
浴
室
・

　
　

台
所
・
ト
イ
レ
・
床
・
畳
・

　
　

内
外
装
な
ど
の
工
事
。

　

④
工
事
が
令
和
７
年
３
月
19

　

日
㈬
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と
。

○
補
助
金
の
額

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用

の
10
分
の
１
で
上
限
額
10
万
円

（
千
円
未
満
切
捨
て
）

※
補
助
金
を
希
望
す
る
方
は
、

　

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

申
請
・
問
合
せ

　

企
画
財
政
課

　
　

定
住
移
住
推
進
班　

　

33-

７
７
７
３

町
長
懇
談
室

町
長
懇
談
室

大
学
生
な
ど
に
通
学
定
期

大
学
生
な
ど
に
通
学
定
期

購
入
費
の
一
部
を
補
助

購
入
費
の
一
部
を
補
助

今今
月
か
ら
制
度
拡
充
！

月
か
ら
制
度
拡
充
！

栄
町
は
定
住
・
移
住
を
支

栄
町
は
定
住
・
移
住
を
支

援
し
て
い
ま
す

援
し
て
い
ま
す

対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

〇
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃

止
と
な
っ
た
世
帯

〇
所
得
状
況
が
生
活
保
護
基
準

に
準
ず
る
世
帯
で
教
育
委

員
会
に
お
い
て
認
定
し
た

世
帯

※
収
入
が
あ
る
世
帯
全
員
の
合

計
所
得
額
と
基
準
額
に
よ

り
審
査
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

〇
申
請
書
（
教
育
課
窓
口
で
配

　

布
し
ま
す
）

〇
令
和
６
年
度
課
税
証
明
書

〇
児
童
扶
養
手
当
証
書
等
の
支

　

給
額
を
証
明
す
る
書
類

申
請
期
間　

11
月
29
日
㈮
ま
で

そ
の
他

〇
入
学
準
備
金
の
対
象
と
な
る

　

も
の
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
・
カ

バ
ン
・
通
学
用
の
服
・
雨
傘
・

雨
靴
・
上
履
き
・
帽
子
な
ど

に
な
り
ま
す
。
後
日
、
購
入

金
額
が
確
認
で
き
る
領
収

書
等
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
管
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

※
入
学
準
備
金
の
支
給
額
に

　

は
、
上
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

教
育
課
学
務
指
導
班

　

33-

７
７
１
６

　

令
和
７
年
度
、
町
内
の
小
学
校
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
が
い

る
世
帯
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
場
合
、
保
護

者
に
入
学
準
備
金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。（
生
活
保
護
を
受
給

さ
れ
て
い
る
世
帯
は
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

　

中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
は
、
準
要
保

護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
就
学
援
助
に
は
、
所
得
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▲町 HP
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  ■性質別歳出の状況　　　　　　（単位：千円）■性質別歳出の状況　　　　　　（単位：千円）
区　分区　分 決　算　額決　算　額 構成比（%）構成比（%）

人件費人件費 1,980,025 24.3%
物件費物件費 1,251,250 15.4%
維持補修費維持補修費 25,047 0.3%
扶助費扶助費 1,545,621 19.0%
補助費等補助費等 784,084 9.6%
普通建設事業費普通建設事業費 427,162 5.2%
災害復旧費災害復旧費 2,918 0.0%
公債費公債費 809,732 9.9%
積立金積立金 504,093 6.2%
投資及び出資金、貸付金投資及び出資金、貸付金 11,313 0.1%
繰出金繰出金 813,014 10.0%

 ■目的別歳出の状況　　　　　　（単位：千円） ■目的別歳出の状況　　　　　　（単位：千円）
区　分区　分 決　算　額決　算　額 構成比（%）構成比（%）

議会費議会費 102,261 1.3%
総務費総務費 1,509,868 18.5%
民生費民生費 2,425,060 29.7%
衛生費衛生費 669,085 8.2%
農林水産業費農林水産業費 171,609 2.1%
商工費商工費 126,316 1.6%
土木費土木費 616,935 7.6%
消防費消防費 436,972 5.4%
教育費教育費 778,571 9.5%
公債費公債費 809,732 9.9%
諸支出金諸支出金 504,093 6.2%
災害復旧費災害復旧費 3,758 0.0%

歳出決算額歳出決算額 81 億 5,425 万 9 千円81 億 5,425 万 9 千円

区　分区　分 決　算　額決　算　額 構成比（%）構成比（%）
町税町税 2,215,011 26.2%
( 内 訳 )　　　( 内 訳 )　　　 町 民 税町 民 税 1,037,803 12.3%

固定資産税固定資産税 878,158 10.4%
軽自動車税軽自動車税 63,287 0.8%
町たばこ税町たばこ税 105,027 1.2%
都市計画税都市計画税 130,736 1.5%

地方譲与税地方譲与税 101,089 1.2%
利子割交付金利子割交付金 1,224 0.0%
配当割交付金配当割交付金 17,300 0.2%
株式等譲渡所得割交付金株式等譲渡所得割交付金 20,591 0.2%
法人事業税交付金法人事業税交付金 27,772 0.3%
地方消費税交付金地方消費税交付金 454,231 5.4%
ゴルフ場利用税交付金ゴルフ場利用税交付金 21,067 0.3%
環境性能割交付金環境性能割交付金 16,966 0.2%
地方特例交付金地方特例交付金 14,130 0.2%
地方交付税地方交付税 2,261,149 26.8%
交通安全対策特別交付金交通安全対策特別交付金 2,060 0.0%
分担金及び負担金分担金及び負担金 71,263 0.8%
使用料及び手数料使用料及び手数料 67,018 0.8%
国庫支出金国庫支出金 1,318,554 15.6%
県支出金県支出金 577,142 6.9%
財産収入財産収入 17,845 0.2%
寄附金寄附金 65,577 0.8%
繰入金繰入金 540,540 6.4%
繰越金繰越金 289,522 3.4%
諸収入諸収入 97,215 1.2%
町債町債 247,523 2.9%
自動車取得税交付金自動車取得税交付金 1,192 0.0%

歳入決算額歳入決算額 84 億 4,598 万 1 千円84 億 4,598 万 1 千円 一
般
会
計
ほ
か
、

一
般
会
計
ほ
か
、

４４
特
別
特
別
会
計
の
全
て
が
黒
字

会
計
の
全
て
が
黒
字

令
和
５
年
度
決
算
の
状
況

令
和
５
年
度
決
算
の
状
況

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
、
歳
入
84
億
４
，
５
９
８
万
１
千

円
、
歳
出
が
81
億
５
，
４
２
５
万
９
千
円
で
、
差
し
引
き
は
２
億
９
，

１
７
２
万
２
千
円
で
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
と
し
て
６
２
３
万
６
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
５
年

度
の
実
質
収
支
は
、２
億
８
，５
４
８
万
６
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

企
画
財
政
課
財
政
班 


33
‐
７
７
７
３

  ■歳入の状況　　　　　　　　　　　（単位：千円）■歳入の状況　　　　　　　　　　　（単位：千円）

ྩ̒ 11 月 ø 日
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会　計　名会　計　名 歳　　　入歳　　　入 歳　　　出歳　　　出 歳入歳出差引残高歳入歳出差引残高

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計 2,714,5022,714,502 2,709,9052,709,905 4,5974,597
後期高齢者医療特別会計後期高齢者医療特別会計 327,426327,426 326,913326,913 513513
介護保険特別会計介護保険特別会計 1,793,9331,793,933 1,698,8171,698,817 95,11695,116
矢口工業団地拡張事業特別会計矢口工業団地拡張事業特別会計 00 00 00

特別会計決算の状況特別会計決算の状況

このような事業に使われましたこのような事業に使われました

土木費

民生費民生費
122,782 円122,782 円

総務費総務費
76,445 円76,445 円

公債費
40,997 円

土木費土木費
31,236 円31,236 円

消防費消防費
22,124 円22,124 円

諸支出金
25,522 円

教育費教育費
39,419 円39,419 円

衛生費衛生費
33,876 円33,876 円農林水産業費

8,689 円

商工費
6,395 円

議会費 5,178 円災害復旧費 190 円

町民一人当たりに使われたお金　　　412,853 円町民一人当たりに使われたお金　　　412,853 円
8,154,259 千円（一般会計決算額）

÷ 19,751 人（令和６年４月１日現在人口）

○議会運営事業
○議員活動支援事業など

○ふるさと納税事業
○循環バス運行事業
○定住・移住促進事業
○避難行動要支援者支援事業
○地方創生臨時交付金事業など

〇地域福祉計画策定事業
○障がい福祉サービス提供事業
○保育委託事業
○子ども医療費等助成事業
○産後ケア事業
○子育て世帯生活支援特別給付金     
　事業など

○予防接種事業
○がん検診事業
○新型コロナウイルスワクチン接
　種事業
○出産・子育て応援事業
○ごみ減量化推進事業
○廃棄物収集・運搬事業など

○特産品栽培強化奨励金事業
○飼料用米等拡大事業
○農地多面的機能交付金事業
○土地改良事業負担金事業など

○ドラムの里活性化事業
〇産業活性化イベント事業など

○地籍調査事業
○通学路整備事業
○町道舗装修繕事業
○矢口地区町道拡幅事業
○公園バリアフリー化事業など

民生費

総務費

商工費

農林水産業費

議会費

衛生費

町民一人当たりの
決算額

412,853 円
主な事業と内訳

会　計　名会　計　名 区　　分区　　分 歳　　入歳　　入 歳　　出歳　　出 歳入歳出差引歳入歳出差引残高残高

下水道事業会計下水道事業会計
収益的収支 623,542 594,971 28,571
資本的収支 417,934 534,414 △ 116,480

※収益的収支は、2,857 万１千円の黒字（税込み）となりました。※収益的収支は、2,857 万１千円の黒字（税込み）となりました。
　資本的収支は、１億 1,648 万円の赤字ですが、内部留保資金（１億 4,145 万７千円）により対応できるので資金　資本的収支は、１億 1,648 万円の赤字ですが、内部留保資金（１億 4,145 万７千円）により対応できるので資金
不足は生じません。不足は生じません。

※特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために一般会計と区別して収支経理を行うもので、条例によって設け※特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために一般会計と区別して収支経理を行うもので、条例によって設け
　ることができる会計制度です。　ることができる会計制度です。
※矢口工業団地拡張事業特別会計は令和５年度をもって廃止しました。※矢口工業団地拡張事業特別会計は令和５年度をもって廃止しました。

区　分区　分 歳　　　入歳　　　入 歳　　　出歳　　　出 歳入歳出差引残高歳入歳出差引残高 実質収支実質収支
令 和 ５ 年 度令 和 ５ 年 度 8,445,9818,445,981 8,154,2598,154,259 291,722291,722 285,486285,486
令 和 ４ 年 度令 和 ４ 年 度 8,592,5448,592,544 8,303,0228,303,022 289,522289,522 277,979277,979
前 年 度 差前 年 度 差 △ 146,563△ 146,563 △ 148,763△ 148,763 2,2002,200 7,5077,507

一般会計の決算状況一般会計の決算状況 （単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

広報さかえ

○通信指令事業
○消防団器具庫整備事業
○水害演習事業など

○ＩＣＴ教育充実事業
○スクールバス運行事業
○学校施設大規模改修事業
○ふれあいプラザさかえ施設
　管理・運営事業
○給食運営推進事業など

消防費

教育費

○町債の償還

○基金への積立

○災害復旧事業

公債費

諸支出金

災害復旧事業費

公営企業会計決算の状況公営企業会計決算の状況
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区　分区　分 ５年度５年度 ４年度４年度 経営健全化基準経営健全化基準
下水道事業会計下水道事業会計 － ※ － ※ 20.0%

※黒字により、資金不足比率は算定されません。※黒字により、資金不足比率は算定されません。

○実質赤字比率○実質赤字比率　　…　一般会計など（一般会計および矢口工業団地拡張事業特別会計）におけ　　…　一般会計など（一般会計および矢口工業団地拡張事業特別会計）におけ
　　　　　　　　　　　る実質赤字額の標準財政規模（町税や交付金など標準的な状態で見込ま　　　　　　　　　　　る実質赤字額の標準財政規模（町税や交付金など標準的な状態で見込ま
　　　　　　　　　　　れる収入の規模を示すもの）に対する割合を示します。　　　　　　　　　　　れる収入の規模を示すもの）に対する割合を示します。
○○連結実質赤字比率連結実質赤字比率…　全ての会計を対象とし、各会計における赤字・黒字の要素を連結した実…　全ての会計を対象とし、各会計における赤字・黒字の要素を連結した実
　　　　　　　　　　　質赤字額の標準財政規模に対する割合を示します。　　　　　　　　　　　質赤字額の標準財政規模に対する割合を示します。
○○実質公債費比率実質公債費比率　　…　地方債の返済額およびこれに準ずる額の程度を指標化し、資金繰りの危…　地方債の返済額およびこれに準ずる額の程度を指標化し、資金繰りの危
　　　　　　　　　　　険度を示します。　　　　　　　　　　　険度を示します。
○○将来負担比率将来負担比率　　　　…　…　地方債の借入金残高や、将来負担する可能性のある負債の程度を指標化地方債の借入金残高や、将来負担する可能性のある負債の程度を指標化
　　　　　　　　　　　し、　　　　　　　　　　　し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します。将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します。
○○資金不足比率資金不足比率　　　　…　公営企業の資金不足を料金収入などと比較して指標化し、経営状況を示…　公営企業の資金不足を料金収入などと比較して指標化し、経営状況を示
　　　　　　　　　　　します。　　　　　　　　　　　します。

健全化判断比率健全化判断比率 資金不足比率資金不足比率
区　分区　分 ５年度５年度 ４年度４年度 早期健全化基準早期健全化基準 財政再生基準財政再生基準

実質赤字比率実質赤字比率 － ※ － ※ 15.0% 20.0%
連結実質赤字比率連結実質赤字比率 － ※ － ※ 20.0% 30.0%
実質公債費比率実質公債費比率 5.4% 4.8% 25.0% 35.0%
将来負担比率将来負担比率 － ※ － ※ 350.0%

※黒字により赤字比率が算定されません。※黒字により赤字比率が算定されません。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」は、自治体の財政状況のチェックおよび
財政状況の悪化に対する早急な対処の仕組みを設けることで、自治体の財政破綻を未然に
防ぐことを目的に制定されました。
　令和５年度決算の数値を基に算定した、健全化判断比率および資金不足比率は、全ての
比率が健全段階であるということになりました。厳しい財政状況の中、今後も引き続き、
健全な財政運営に努めていきます。

問合せ問合せ　企画財政課財政班　　企画財政課財政班　 33-7773

財政健全化判断比率などの公表

　財政構造の弾力性を表す指標で、町税や　財政構造の弾力性を表す指標で、町税や
交付金など経常的に入ってくる財源が、人交付金など経常的に入ってくる財源が、人
件費、公債費や維持管理など経常的に支出件費、公債費や維持管理など経常的に支出
される項目にどれだけ充てられているか示される項目にどれだけ充てられているか示
します。します。
　　本町は前年度より 1.6 ポイント上昇し、本町は前年度より 1.6 ポイント上昇し、
財政状況が硬直化しており、一段と厳しい財政状況が硬直化しており、一段と厳しい
状況にあります。状況にあります。

経常収支比率経常収支比率
区　分区　分 ５年度５年度 ４年度４年度 前年度比前年度比

栄町栄町 96.3% 94.7% 1.6％
県内市町村平均県内市町村平均 91.9% 90.5% 1.4％

ྩ̒ 11 月 ø 日
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執行率は９月 30 日現在 37.9％執行率は９月 30 日現在 37.9％
　皆さんが納めた税金、国や県からの支出金、地方交付税、町債など町に入ってくるお金（歳入）
がどのように使われたか（歳出）を知っていただくため、町の財政事情を年 2 回公表しています。
今回は令和６年度予算の上半期（9 月 30 日現在）の執行状況についてお知らせします。
　なお、執行状況については令和５年度からの繰越分も含まれています。

問合せ問合せ　企画財政課財政班　　企画財政課財政班　 33-7773

歳　入歳　入 予算現額予算現額 収入済額収入済額 収納率（%）収納率（%）
町税町税 2,061,414 1,161,808 56.4 
地方譲与税地方譲与税 96,900 27,727 28.6 
利子割交付金利子割交付金 1,000 517 51.7 
配当割交付金配当割交付金 15,100 4,043 26.8 
株式等譲渡所得割交付金株式等譲渡所得割交付金 12,400 0 0.0 
法人事業税交付金法人事業税交付金 25,800 15,852 61.4 
地方消費税交付金地方消費税交付金 417,800 257,456 61.6 
ゴルフ場利用税交付金ゴルフ場利用税交付金 17,200 9,177 53.4 
環境性能割交付金環境性能割交付金 16,300 6,363 39.0 
地方特例交付金地方特例交付金 102,126 102,126 100.0 
地方交付税地方交付税 2,248,637 1,597,342 71.0 
交通安全対策特別交付金交通安全対策特別交付金 2,300 1,033 44.9 
分担金及び負担金分担金及び負担金 102,788 33,507 32.6 
使用料及び手数料使用料及び手数料 67,944 22,730 33.5 
国庫支出金国庫支出金 1,179,917 323,340 27.4 
県支出金県支出金 590,270 55,148 9.3 
財産収入財産収入 19,562 10,041 51.3 
寄附金寄附金 81,000 38,088 47.0 
繰入金繰入金 634,638 0 0.0 
繰越金繰越金 297,958 291,722 97.9 
諸収入諸収入 147,038 16,956 11.5 
町債町債 457,520 500 0.1 

合　計合　計 8,595,612 3,975,476 46.3 

歳　出歳　出 予算現額予算現額 支出済額支出済額 執行率（%）執行率（%）
議会費議会費 105,301 53,423 50.7 
総務費総務費 1,665,073 790,481 47.5 
民生費民生費 2,489,152 976,902 39.2 
衛生費衛生費 729,617 245,321 33.6 
農林水産業費農林水産業費 178,960 55,632 31.1 
商工費商工費 156,462 71,588 45.8 
土木費土木費 666,210 158,174 23.7 
消防費消防費 502,646 199,470 39.7 
教育費教育費 978,394 327,904 33.5 
公債費公債費 768,288 381,902 49.7 
諸支出金諸支出金 345,509 0 0.0 
予備費予備費 10,000 0 0.0 

合　計合　計 8,595,612 3,260,797 37.9 

会　計　名会　計　名 区　分区　分 予算現額予算現額 収入・支出（執行）額収入・支出（執行）額 収入・執行率収入・執行率（%）（%）

下水道事業会計下水道事業会計

収益的収入 622,255 235,761 37.9
収益的支出 609,101 286,046 47.0
資本的収入 329,355 61,836 18.8
資本的支出 450,237 108,707 24.1

基金現在高基金現在高（９月 30 日現在）（９月 30 日現在） 町債の現在高町債の現在高（９月 30 日現在）（９月 30 日現在）

一般会計一般会計（９月 30 日現在）（９月 30 日現在）
（単位：千円）

（単位：千円）

区　分区　分 ９月末現在高（千円）９月末現在高（千円）

一般会計　合計一般会計　合計 5,761,902
下水道事業会計　合計下水道事業会計　合計 2,219,139

区　分区　分 ９月末現在高（千円）９月末現在高（千円）

一般会計分　合計一般会計分　合計 2,922,436
国民健康保険特別会計分　合計国民健康保険特別会計分　合計 70,218
介護保険特別会計分　合計介護保険特別会計分　合計 572,866
下水道事業会計分　合計下水道事業会計分　合計 33,540

財政事情の公表・令和６年度予算の執行状況財政事情の公表・令和６年度予算の執行状況

会　計　名会　計　名 予算現額予算現額 収入済額収入済額 収納率収納率（%）（%） 支出済額支出済額 執行率執行率（%）（%）
国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計 2,612,484 1,098,112 42.0 1,048,275 40.1
後期高齢者医療特別会計後期高齢者医療特別会計 361,574 131,962 36.5 69,933 19.3
介護保険特別会計介護保険特別会計 1,886,481 775,543 41.1 706,538 37.5

特別会計特別会計（９月 30 日現在）（９月 30 日現在） （単位：千円）

※歳入の状況は、町税、地方交付税、国庫支出
　 金 を 中 心 に 収 入 額 39 億 7,547 万 6 千 円、   
　46.3％の収入率となっています。
※歳出の状況は、総務費、民生費を中心に支出
　額 32 億 6,079 万７千円で 37.9％の執行率
　となっています。

※公営企業会計は、発生主義会計方式、複式簿記を採用しています。

広報さかえ

公営企業会計公営企業会計（９月 30 日現在）（９月 30 日現在）
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　成田空港で働いている栄町の方は 2022 年のデータでは 489 人で、町外で働いている方の２割
弱となっています。
　その成田空港が、これから大きく変わっていきます。
　現在の A 滑走路（4,000 ｍ）と B 滑走路（2,500 ｍ）の運用で年間 30 万回の発着能力があり
ますが、これからの国際的な航空需要の拡大に応えるため、年間 50 万回の運用を目指し、新滑
走路の整備が進んでいます。
　新滑走路は、A 滑走路はそのままの運用とし、B 滑走路を 1,000 ｍ延伸して 3,500 ｍとして再
整備、東側に 3,500 ｍの C 滑走路を新設する計画で、滑走路自体は 2028 年度末に完成予定とな
っています。
　なお、その後に新しいターミナルや新貨物地区の整備などがはじまり、実際に 50 万回運用が
開始されるのは 2030 年代後半とされています。
　この機能強化によって必然的に空港で働く人が増えることになり、その生活を支える新しいイ

ンフラ機能も必要となることから、町
の最大の課題である人口減少の課題解
決に向けて、空港の機能強化はとても
重要な要素となります。

まちこれ！ vol.3まちこれ！ vol.3
このコーナーでは、町民のみなさんに、まちづくりの課題と今後の取組みをお知らせ
するため「まちのこれから」＝「まちこれ！」と題し紹介していきます。

私たちと成田空港の「これから」について

　令和６年４月に公表された「国立社会保障・人口問題研究所の人口推計結果（下記グラフ）」
のデータでは、栄町は若い女性（20 ～ 39 歳）が 2050 年までに 50％以上減少し、何もしなけ
れば消滅の可能性があるとされました。
　ただし、このデータは全国 1729 自治体の 744 自治
体、約４割の自治体が該当していて、現状の人口数や
年齢構成比率を統計的に分析した結果であり、現実に
栄町が無くなってしまうということではなく、これか
ら何もしなければ、財政的な面も含め、町として立ち
行かなくなるとの警鐘として受け止めています。
　人口減少は日本全体の問題であり、一つの町で解決
できる課題ではありません。
　今後も膨らんでいく社会保障費への対応やインフラ
の再整備を計画的に行っていくためには、人口減少のスピ
ードを緩やかにしながらその構成比率を改善し、健全な基
礎自治体を維持していくことが今の栄町には必要です。

※出典：成田空港の更なる機能強化ホームページ「成田空港の明日を、いっしょに」

※略図であり正式な位置等を示したものではありません。　

◀成田空港の明日を、いっしょに

問合せ　企画財政課企画広報室
　　　　 33-7773Ⅰ．栄町の ｢今｣

Ⅱ．成田空港の機能強化って何？

◀成田国際空港株式会社 (NAA)

若年女性人口 総人口 若年女性人口 総人口

２０２０年 ２０５０年

●成田国際空港の新しい滑走路整備予定図
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　今回の空港機能強化は、単に成田国際空港株式会社が空港を拡張するということではありません。
　本年７月には、成田国際空港株式会社から 50 万回運用時において必要となる空港周辺のインフ
ラ機能や、関係する各自治体の在り方を示した「新しい成田空港構想」が公表されました。
　その中で、国や県、栄町を含む空港周辺の９市町（※１）が、新たな物流関連施設や働く人達の
住宅環境整備、新しい交通手段の確保などについて地域全体が協力し合い、空港と地域が一体とな
って発展する「エアポートシティ」を目指すことが示され、栄町も空港関連の各協議会等での活動
を通じて同意しています。
　今回の機能強化に向けた地域全体としての活動は、個々の市町の考え方のみで行動していては、
地域に還元される大きな経済効果を享受しきれないという危機感が共有されたものであり、空港を
含む周辺エリアが変わっていく新たなスタート地点だと考えられます。
※１　空港周辺９市町（成田市、富里市、香取市、山武市、栄町、神崎町、多古町、芝山町、横芝光町）

Ⅳ．空港と共栄したまちづくり
　町では、９市町としての連動した活動と合わせ、機能強化によって予測される様々な需要に対応
するため、基盤整備をはじめ以下の３点に重点をおき、エアポートシティの一翼を担えるまちづく
りを進めていきます。

①新たな住宅の供給
　増加する働き手とその家族をターゲットとして、これまで以上に子育て施策や定住移住施策にも
力を入れるとともに、人口増加策と合わせて人口構成比率の改善を目的に、空港からの近接性を活
用した都市基盤整備を検討し、現在見直し作業中である栄町都市計画マスタープランの中で、令和
８年度末を目途に、土地利用のゾーニングを行います。

②産業の誘致
　増加する貨物需要等に対応しつつ、町内での雇用拡大を図る上で、矢口工業
団地周辺への産業誘致を検討します。
　ただし、今後は機能強化に基づく規制緩和も含めて各制度の見直しも進むこ
とが考えられますので、他のエリアの可能性も検討し、①同様に都市計画マス
タープラン見直しの中で位置付けます。

③観光（インバウンド）対応
　海外からの空港利用者の増加が見込まれることから、情報配信の強化を
はじめ、ドラムの里及び房総のむら周辺エリアについて、魅力度を高める
ため、房総のむらにおける日本文化体験事業などとの連携を強化、さらに
は新たな観光資源の開発など外国人観光客も楽しめる取り組みを行ってい
きます。

Ⅲ．変わっていく空港周辺のエリア

　成田空港の機能強化は、日本全体が人口減少に向かう中、地域として人口が増えるという特
殊要因であり、町の将来に向けた議論の中心となるものです。
　都市計画マスタープランおよび総合戦略の見直し、第６次栄町総合計画（令和９年度～）策
定の中で、人口増加、地域経済および産業の活力を高める施策などについて具体化していきます。

まとめまとめ

●「新しい成田空港構想」とりまとめ 2.0 より抜粋

◀「新しい成田空港構想」とりまとめ 2.0

◀成田空港周辺の地域づく
りに関する「実施プラン」

※エアポートシティのイメージです

◆エアポートシティとは・・・
　空港機能強化と国際的な産業拠
点形成を図り、合わせて必要なイ
ンフラ整備、住環境整備、地域公
共交通ネットワークの充実を図る
エリア
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③
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問合せ　消防総務課予防班
　　　　 95-8981
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１
（
２
月
）

非
違
行
為
の
概
要
お
よ
び
処
分
理
由

　

令
和
４
年
夏
頃
か
ら
令
和
６
年
２
月
に
か
け

て
、
当
該
職
員
が
当
時
職
員
で
あ
っ
た
者
お
よ

び
他
４
名
の
同
僚
職
員
に
対
し
て
、
訓
練
と
は

関
係
の
な
い
腕
立
て
伏
せ
を
さ
せ
る
な
ど
４
件

の
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
行
い
ま
し
た
。

　

た
と
え
指
導
の
目
的
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を

超
え
、
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
場
合
に
は
、
パ

ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
と
な
る
も
の
で
あ

り
、栄
町
職
員
処
分
審
査
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、

当
該
職
員
に
対
し
懲
戒
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
消
防
長
お
よ
び
当
時
の
消
防

署
長
に
対
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
対
す
る

取
組
み
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
口
頭
注
意
お
よ
び
文
書
訓
告
を
同
日
に
行
い
ま

し
た
。

消
防
長
コ
メ
ン
ト

　

今
回
の
不
祥
事
で
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
を

裏
切
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起
こ

ら
な
い
様
に
職
場
環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
職
務
に
精
励
し
、

町
民
の
皆
様
の
信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

問
合
せ

　

消
防
総
務
課
総
務
班

　


95-

８
９
８
０

 

11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

動
物
に
よ
る
事
故
や
迷
惑
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
犬
に
人
を
か
ま
せ
な
い

　
　

人
が
犬
に
か
ま
れ
る
事
故
が
、
令
和
５
年
度
は
県
内
で
２
２
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
　

飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き
は
保
健
所
へ
届
出
し
、
か
ん
だ
犬
が
狂
犬
病
の
疑
い
が

　

な
い
か
ど
う
か
獣
医
師
の
検
診
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　

飼
い
犬
に
は
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
し
つ
け
、
飼
い
方
を
す
る
こ
と
が
重
要

　

で
す
。
門
や
玄
関
か
ら
犬
が
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
は
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
、

　

短
い
引
き
綱
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
狂
犬
病
予
防
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

狂
犬
病
は
、
か
ま
れ
る
と
人
に
も
感
染
し
、
発
症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
亡
す
る

　

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　
　

家
族
や
愛
犬
を
守
る
た
め
に
、
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種
を
行
い
ま　

　

し
ょ
う
。

○
特
定
動
物
に
つ
い
て

　
　

ワ
ニ
や
一
部
の
サ
ル
・
ヘ
ビ
な
ど
の
危
害
を
加
え
る
恐
れ
の
あ
る
危
険
な
動
物(

特

　

定
動
物)

は
、
法
律
に
よ
り
原
則
飼
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
飼
い
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
　

猫
を
屋
外
に
出
す
と
、
感
染
症
や
交
通
事
故
、
迷
子
等
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
屋

　

内
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

ま
た
、
地
域
猫
活
動
等
で
野
外
に
い
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
場
合
は
、
か
ま
れ
た

　

り
引
っ
か
か
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
過
度
の
ふ
れ
あ
い
は
避
け
る
よ
う
に
注
意
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
動
物
を
飼
う
前
に
考
え
て
ほ
し
い
15
の
テ
ー
マ

　
　
「
動
物
を
飼
う
前
に
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
」、「
動
物
と
暮
ら
す
と
き
に
気
を
付
け
て

　

ほ
し
い
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
、
15
の
テ
ー
マ
別
に
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
動

　

画
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
公
式yo

u
tu

b
e 

▼

問
合
せ

　

千
葉
県
印
旛
保
健
所(

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー)

　

０
４
３-

４
８
３-

１
１
３
７

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

93-

５
７
１
１

動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間

動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間

広報さかえ
　

ご
自
身
で
用
意
さ
れ
た
住
宅

用
火
災
警
報
器
ま
た
は
、
簡
易

型
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
（
電
気
工

事
な
ど
の
必
要
の
な
い
も
の
に

限
る
）
を
取
り
付
け
る
こ
と
が

難
し
い
方
に
代
わ
り
、
消
防
職

員
が
取
付
け
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。

対
象
者

　

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方

①
栄
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
、

　

65
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ

　

る
世
帯

②
消
防
長
が
取
付
け
を
支
援
す

　

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
世
帯

申
請
方
法

　

申
請
書
兼
承
諾
書
（
栄
町
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
可
能
）
を
消
防
本
部
に

　

提
出

※
事
情
に
よ
り
提
出
が
で
き
な

　

い
方
は
、
電
話
で
の
申
請
も

　

可
能

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
合
せ

　

消
防
総
務
課
予
防
班

　


95-

８
９
８
１

栄
町
消
防
職
員
を
懲
戒
処
分

栄
町
消
防
職
員
を
懲
戒
処
分
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JJ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国

ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国

一
斉
情
報
伝
達
試
験
を
実
施

一
斉
情
報
伝
達
試
験
を
実
施

ྩ̒ 11 月 ø 日

　

本
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

７
月
よ
り
盛
土
造
成
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
９
月
末
時
点

で
盛
土
に
必
要
な
土
砂
の
確
保

の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
の

た
め
、
一
時
中
断
と
し
ま
す
。

　

工
事
の
中
断
に
伴
い
、
鉄
板

や
重
機
な
ど
の
資
機
材
撤
去
に

要
す
る
期
間
と
し
て
、
10
月
11

日
㈮
ま
で
と
し
て
い
た
工
期
を

11
月
15
日
㈮
ま
で
延
長
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
工
事
再
開
の
見
通
し

が
つ
き
次
第
改
め
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
の

利
用
に
関
し
ま
し
て
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
　生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
　

95-

１
１
１
２

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
地
震
や
津

波
な
ど
の
緊
急
時
、
す
ぐ
に
対

処
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
態

が
発
生
し
た
際
、
国
が
市
町
村

の
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し

て
、
住
民
に
直
接
知
ら
せ
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　

国
で
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
と
し

て
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

試
験
当
日
は
、
防
災
行
政
無

線
か
ら
実
際
に
放
送
が
流
れ
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
日　

　

11
月
20
日
㈬　

11
時
頃

対
象
区
域　

　

栄
町
全
域

放
送
内
容　

　
　

チ
ャ
イ
ム
音
の
あ
と
に
、

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

　

テ
ス
ト
で
す
。」
を
３
回
繰

　

り
返
し
て
放
送
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

　

く
ら
し
安
全
課
災
害
対
策
室

　
　


33-

７
７
１
０

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
臨
時

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
臨
時

駐
車
場
造
成
工
事
に
つ
い
て

駐
車
場
造
成
工
事
に
つ
い
て

　

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
窓
口

営
業
時
間
の
弾
力
的
な
運
用
を

踏
ま
え
、
令
和
６
年
11
月
５
日

か
ら
昼
間
時
間
帯
の
窓
口
業
務

を
次
の
と
お
り
休
止
し
ま
す
。

○
栄
安
食
郵
便
局

　

11
時
30
分
か
ら
12
時
30
分
ま
で

○
安
食
駅
前
郵
便
局

　

12
時
30
分
か
ら
13
時
30
分
ま
で

※
安
食
郵
便
局
の
昼
間
時
間
帯

　

の
窓
口
業
務
の
休
止
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

問
合
せ　

　

栄
安
食
郵
便
局

　


95-

５
６
１
１

　

安
食
駅
前
郵
便
局

　


85-

１
５
０
０

第第
1010
回回

栄
町
産
米
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

栄
町
産
米
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

栄
安
食
郵
便
局
お
よ
び
安

栄
安
食
郵
便
局
お
よ
び
安

食
駅
前
郵
便
局
の
昼
間
時

食
駅
前
郵
便
局
の
昼
間
時

間
帯
の
窓
口
業
務
の
休
止

間
帯
の
窓
口
業
務
の
休
止

※アプリの使用は無料ですが、通信費は利用者のご負担となりますことをあらかじめご了承ください。

○広報さかえがスマートフォンより無料アプリで閲覧できます！



17 広報さかえ

　

農
家
自
慢
の
栄
町
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
26
点
が
出
品
さ

れ
上
位
10
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
食
味
計
に
よ
る
審
査
を
実
施
し
、
上
位
５

人
の
お
米
を
５
つ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
牧
野
基
明
さ

ん
、
農
業
委
員
会
会
長
、
西
印
旛
農
業
協
同
組
合
長
、

印
旛
農
業
事
務
所
の
指
導
員
の
方
な
ど
が
実
食
検
査

を
行
い
順
位
を
決
定
し
ま
し
た
。

栄
町
長
賞　

　

野
嵜　

明
さ
ん
（
請
方
）

西
印
旛
農
業
協
同
組
合
長
賞　

　

岡
田　

一
夫
さ
ん
（
西
）

栄
町
議
会
議
長
賞　

　

小
川　

煕
さ
ん
（
北
）

栄
町
農
業
委
員
会
長
賞　

　

岡
戸　

順
一
さ
ん
（
和
田
）

お
米
マ
イ
ス
タ
ー
賞

　

増
田　

隆
広
さ
ん
（
酒
直
）

印
旛
地
域
農
林
業
振
興
普
及
協
議
会
長
賞
（
５
人
）

　

田
口　

浩
さ
ん
（
押
付
）

　

野
村　

斗
士
夫
さ
ん
（
請
方
）

　

大
熊　

進
さ
ん
（
西
） 　
　
　

　

島
崎　

明
さ
ん
（
請
方
）

　

川
嶋　

清
一
さ
ん
（
安
食
）

　

上
位
５
名
の
う
ち
一
部
の
生
産
者
の
お
米
は
、
数

量
限
定
で
す
が
ド
ラ
ム
の
里
「
龍
の
産
直
館
」
で
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

経
済
環
境
課
農
政
班　


33-

７
７
１
３

▲官能診査（香り、味、粘り、外観）の様子

第第
1010
回回

栄
町
産
米
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

栄
町
産
米
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

　令和６年度に百歳を迎えられる方へ、９月 27 日㈮に内閣総理大臣の祝状と銀杯が贈呈されました。
　皆さんお元気で、ご自身で祝状を受け取っていただきました。「自分のペースで、自分でできる
ことをやって過ごす」ことが長生きの秘訣のようです。

問合せ　福祉・子ども課社会福祉班　 33-7707

おめでとうございます百歳

兼坂　菊雄さん
　　（酒直台）

大正 14 年１月 31 日

髙安　あささん
　　　（須賀）

大正 14 年３月 19 日生

（生年月日順）

河合　曹司さん
　　　（ 安 食 ）

大正 13 年９月９日生

抱井　淑子さん
　（ 竜 角 寺 台 ）

大正 13 年７月 19 日生

　門　かすみさん
　　　　（安食）

大正 13 年 12 月 17 日生



18ྩ̒ 11 月 ø 日

募集店舗数　先着 24 区画分
申込方法　　11 月 8 日㈮から 11 月 30 日㈯までに出店申込書・誓約書を提出してください。
　郵送・メール・FAX での提出も可とします。
　※出店申込書・誓約書は大会公式 HP からもダウンロードできます。
出店料
　町内出店者 8,000 円、町外出店者 16,000 円
　※出店決定後にお支払いいただきます。
出店内容
　会場内での物販・調理販売・PR 活動など
その他
・出店については町内出店者を優先とし、先着順で決定します。
　12 月上旬に出店の可否を郵送いたします。
   また、出店位置については、後日開催予定の出店者説明会で決定させていただきます。
・食品の調理販売を行う場合は、申込時に販売したい食品の食品営業許可書の写し（千葉県内一円
　のもの）を提出してください。
・会場内でのアルコール類の販売は禁止とします。
・キッチンカーでの出店も可とします。
・その他大会公式 HP に記載しております出店要領をよく読んで申込みください。
申込・問合せ
　〒 270-1516　千葉県印旛郡栄町安食 938-1
　リバーサイドさかえドラムマラソン実行委員会事務局（生涯学習課）
　 95-1112
　 95-9500　　gakushuu@town.sakae.chiba.jp

種目 出場資格 距離 スタート 参加費

一般男子・女子

A 高校生～ 29 歳以下

ハーフ
※実測 21.1㎞

９:30

5,000 円

B 30 歳～ 39 歳以下
C 40 歳～ 49 歳以下
D 50 歳～ 59 歳以下
E 60 歳以上

一般男子・女子

A 高校生～ 29 歳以下

10㎞

※実測 10.1㎞
10:00

B 30 歳～ 39 歳以下
C 40 歳～ 49 歳以下
D 50 歳～ 59 歳以下
E 60 歳以上

一般男子・女子 高校生以上 ５㎞
※実測 5.2㎞

９:45
3,000 円

中学生男子・女子 中学１～３年生 町内　 500 円
町外 1,000 円小学生男子・女子 小学４～６年生 ２㎞ ９:05

親子の部 ３歳以上小学３年生以下の親子 １㎞ ８:45 2,000 円

▲大会 HP柏原竜二さんと一緒に走ろう
２代目・山の神２代目・山の神

※ 10㎞の部に出走予定

競技種目
①健康なランナーなら誰でも

参加できます。
②参加申込書の誓約書に必ず

捺印のうえ提出してくだ
さい。

③ 18 歳未満の方は、保護者
の承諾（捺印）が必要です。

※町内とは町内在住です。参加資格

2025 リバーサイドさかえドラムマラソン出店者募集2025 リバーサイドさかえドラムマラソン出店者募集

柏
かしわばら

原　竜
りゅうじ

二さん
( 富士通株式会社）

リバーサイドさかえリバーサイドさかえ

スタート・ゴール　ふれあいプラザさかえ

ドラムマラソンドラムマラソン
２/16 ㈰２/16 ㈰

　東洋大学時代に箱根駅伝で３度の総合優勝に貢献し、４年連続５区区間賞を獲得。
卒業後は、富士通陸上競技部にて活躍し、2017 年３月に現役引退。

申込み 12 月 20 日㈮まで申込み 12 月 20 日㈮まで２０２５２０２５
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12 月 14 日㈯ ※この事業はスポーツ
　振興くじの助成金を
　受けて実施します。

12 月 15 日㈰

さかえスポーツフェスさかえスポーツフェスタタ
～誰もがオリンピックを目指して～誰もがオリンピックを目指して～～

問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　 95-1112

　世界で活躍したトップアスリートを招き、中学生などを対象に卓球教室・バスケットボール教
室・陸上教室・バレーボール教室を栄中学校で実施しますので、個人での参加を希望される方は
お問い合せください。※写真は過去に開催した様子になります。

齋藤　信治さん
　（北京オリンピック出場）
田辺　修さん
　（2009 ワールドグランドチャンピオンズカップ出場）
永富　有紀さん
　（アトランタオリンピック出場）

バレーボール教室

若宮　三紗子さん
　（2016 世界選手権女子団体出場）
谷岡　あゆかさん
　（2011 世界選手権女子シングル出場）

卓 球 教 室

永田　睦子さん
　（アテネオリンピック出場）

矢代　直美さん
　（アテネオリンピック出場）

バスケットボール教室

井上　将憲さん
　（110 ｍハードル・ユニバーシアード大会 /
　ボブスレー・ソルトレイクシティオリンピック出場）
秋葉　麻帆さん ( 町内在住 )
　（走幅跳・アテネオリンピック出場）

陸 上 教 室
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ʮळの収穫ࡇʙ৽ถを食Α͏ 2024 ʙʯ
։࠵日　10 月５日㈯・６日 
・家さんのおถや܀をಛผՁ格でご提ڙいたしますʂ
・生切り１ᶵ通ৗ 700 円ˠ 600 円
・ཛ・ে༉・カレーなどごはんのおڙが２ׂ引ʂ
皆様のごདྷళ৺よりおちしています。

Ҭ͓こしୂྗڠをҕしました！
　10 月１日に「地域おこしୂྗڠ」としてஸ༐さん、๕լ一男さんの２໊をҕしました。
ஸୂһ、๕լୂһには、産業振興の拠点施ઃである「ドラϜのཬ」の活ੑ化に取り組んで
いただきます。

令和６年度Ҭֶڠߍಇ׆ಈਪਐһ（ҬίーσΟωーター）ݚम࠲ߨ

　10 月 10 日にཽ֯ࣉ小学校で「地域学校ڠಇ活動
ਪਐһ（地域ίーσィネーター）ݚम࠲ߨ」がおこなわ
れました。
小学校地ࣉཽ֯、内からさま͟まな参加者がूいݝ　
域学校ڠಇ本部の活動を参؍しました。
ಇ本部は学校・家庭・地域ڠ小学校地域学校ࣉཽ֯　
の連ܞを的に活動しているஂମです。

問合せ　生涯学習課社会教育班
　　　　　　　　 95-1112

ドラムࣗવָߍ「ാ࡞ମݧ」ӫ町のळのຯ֮「どらまΊの収֭ମݧ」

　10 月 12 日に「ാ作ମݧ」、10 月 20 日には「どらまめのऩ֭ମݧ」がおこなわれました。
　子どもୡは、ळ空の下大なാでさつまいものऩ֭、たくさん実ったどらまめをເ中でもぎ取り

ஸ　༐さん
（ていの　いさΉ）　
ҙؾ込み・๊負
までւ外との༌出入ࠓ　
業などの仕事をݧܦし、
外国人とのܨがりがଟく

あることから、これらを生かしつつ、地域
に༹け込みながらインバンド事業や町の
。振興にશྗで取り組んでまいりますࡁܦ

๕լ　一உさん
（はが　かͣお）

ҙؾ込み・๊負
　栄町をଟくの方に知っ
てもらうため、4N4 によ
る情報発信、産の

開発、ൢ࿏֦大にνϟレンジするととも
に、業ମݧなどを通して新たな地域ίϛ
ϡχティづくりをࢦします。 　問合せ　総ࡦ課ઓུਪਐ室

　　　　　 95-1111

安
食
駅
Π
ル
ϛ
ネ
ー
γ
ἀ

安
食
駅
Π
ル
ϛ
ネ
ー
γ
ἀ

ン
を
実
施
し
ま
す
！

ン
を
実
施
し
ま
す
！

ました。
　ドラϜ自વָ校は、栄町の業や自વ
しながらݟし、町のັྗを発ݧをମ؍
๛かな৺を育Ήことをࢦしຖ年行って
おり、人気のイϕントとなっています。

問合せ　生涯学習課社会教育班　
　　　　 95-1112

▲ാ࡞ମݧの様子 ▲どらまめの収֭ମݧの様子
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▲ドϥϜのཬ )1

５日㈫・11 日 ・
1� 日 ・25 日 ・

日ؗٳ月のࠓ

忍者になりきれ！
忍者体験

　手ཪの͛方、ͼのज़、でのઓい方などࢣߨ
を招いて者に必要なज़を学ͼます。

日　時　11 月 23 日㈯　10 時・11 時・13 時・14 時・
　15 時※֤ճ１時間ఔ度※Ӎఱ・ߥఱの場合は室内で
　؆୯なମݧになります（ಛయつき）
会　場　ίスプレの館周辺
対　象　者ҥレンタルの方　֤ճ 10 ໊まで
者Ϩンタル料金　大人 2000 円・子ども 1000 円
　　　　　　　　　（町内の方はֹ）
申込み　11 月 1 日㈮からίスプレの館へిでお申し
　込みください。空きがあれ日申込み可。定һにな
　り次ୈऴ了（月༵ٳ館）

　

安
食
駅
に

わ
い
を

り
、

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
、
今
年
も
き
れ
い
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ἀ
ン
が
駅
を
࠼
り
ま

す
。

　

ୢ
年
の
今
年
は
、「
ド
ラ
ム

と
一
緒
！
子
ど
も
た
ち
の
স
إ

と
光
が
ً
く
Ỗ
キ
ラ
キ
ラ
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ἀ
ン
Ỗ
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
実
施
し
ま
す
！

　

点
౮
式
を
行
い
ま
す
の
で
、

ੋ
ඇ
お
越
し
く
だ
さ
い
。


౮
ࣜ

日　

時　

11
月
23
日


　
　
　
　

17
時
か
ら

会　

場　

　

安
食
駅
ೆ
口
ロ
ー
タ
リ
ー

※
先
着
60
名
に
ド
ラ
ム
の
シ
ー

　

ル
を
配
布
し
ま
す
。

※
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
小
店
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
ற
ं
場
は
ご
͟
い
ま
せ
ん
の

　

で
、
お
ं
は
役
場
前
に
ற
ं

　

し
、
ె
歩
で
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。


౮
期
間

　

11
月
23
日
か
ら

　

令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で

　

17
時
か
ら
０
時
30
分
ま
で

問
合
せ　

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
室
　

　
　

33-

７
７
７
３

安
食
駅
Π
ル
ϛ
ネ
ー
γ
ἀ

安
食
駅
Π
ル
ϛ
ネ
ー
γ
ἀ

ン
を
実
施
し
ま
す
！

ン
を
実
施
し
ま
す
！

龍の産直館情報龍の産直館情報
「あͬたかʙく秋をָしも͏！」
։࠵日　11 月 16 日㈯・17 日 
˕Թかいञのళ಄ൢച　１杯 100 円
・さつまいも٧め์　１ճ 200 円
・৭ʑࡊ　�� 円ۉ一
・ṵ関連શ　２ׂ引き
皆様のごདྷళ৺よりおちしております。

日　時　11 月３日  10 時～ 15 時※Ӎఱ中ࢭ
会　場　ドラϜのཬ
内　容　栄町産新ถの（アンケートճ者先ண 100 ໊）、栄町産新ถを使ったキッνンカーの
　出ళ（10 ）、町公式ラインを使ったσジタルスタンプラリー、ߕႀの無料ࢼணମݧ会、フリー
　マーケット、ίスプレҥをレンタルされた方に和小のプレθントなど
ʓお՛子ˍもちまき
会　場　総のΉらおまつり場　
時　ؒ　【ୈ１部】14 時ࠒから
　　　・小学６年生までにお՛子の

　【ୈ２部】14 時 35 分ࠒから
　・大人けのまき

ドϥϜのཬࡇँײʙ新ถフΣスʙ
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　ͦんなཽ֯ࣉ小学校の自ຫは、地域とのつながりです。
４月の１年生を迎える会を兼Ͷたશ校ԕでは、総のΉ
らへ行き、「ॎׂり班༡ͼ」でをਂめます。10 月にはԻ
ָ部がリバーサイド・フΣスティバルで、和ଠޑの൸࿐
や、11 月には、３・４年生の栄ಛผࢧԉ学校との交流が
行われます。ͦして、地域学校ڠಇ本部のみなさんに、य़
とळの「わくわくՖ২え」、「わくわくふれあいタイϜ」で
のੲ༡ͼでの交流、「νϟレンジタイϜ」でのؙ付け応ԉ、

ӫ町খ・தֶߍհ～ཽ֯ࣉখֶߍฤ～

問合せ　教育課学ࢦಋ班
　　　　　　　　 33-7716

栄町には４つの小学校と１つの中学校があります。ࠓ月はཽ֯ࣉ小学校についてհします。

年でࠓ、栄町ཱञ直小学校から分ಠཱし、ฏ成元年に開校してからچ、小学校はࣉཽ֯　 35
周年を迎えました。現在、શ校 123 ໊が元気に登校してきています。

　

町
で
は
、
ক
来
を
担
う
子
供

た
ち
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
の
身
ۙ
な
課
題
に
つ

い
て
質
問
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
に
対
す
る
関
心
を
ߴ

め
、
ڷ
土
愛
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
子
供
た
ち
の
意
見
を
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
ө
さ
せ

る
た
め
、
中
学
生

ٖ
議
会
を

開
࠵
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
中

学
生
の
み
の

ٖ
議
会
と
な
り

ま
す
。

　

栄
中
学
校
の
生
ె
た
ち
が
議

長
・
議
員
と
な
り
、
中
学
生
議

員
の
質
問
に
対
し
、
町
長
、
教

育
長
を
は
じ
め
、
町
ࣥ
行
部
が

答
弁
い
た
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
14
日
㈭

　
　
　
　

14
時
か
ら

　
　
　
　

15
時
50
分
ま
で

会　

場　

役
場
５
階
議
場

参
加
者　

栄
中
生
ె
10
名

問
合
せ　

教
育
課
学
務
指
導
班

　
　
　
　
　
　
　
　

33-

７
７
１
６

令
和
６
年
度
栄
町
த
学
生

令
和
６
年
度
栄
町
த
学
生


ٖ
ٞ
会


ٖ
ٞ
会

「わくわくポケット」のಡみฉかせ活動、学校施ઃのमસ
を行うメンテナンス活動、ຖ日の登下校ݟकり活動など、
年間を通してさま͟まな活動をࢧえていただいています。
　地域やさま͟まな方ʑのྗをおआりし、地域一ؙとな
って大切な子どもたちを一ॹに育てています。
　子どもたちが、安৺・安શな学校生活を送ることがで
きるようにӬく、地域のみなさまにѪされる学校であ
り続けていきます。

　

千
葉
県
で
は
、
ւ
外
か
ら
の

学
生
に
日
本
の
文
化
な
ど
を
体

験
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
受
入

れ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
千
葉
県
か
ら
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た

際
、
事
前
に
ホ
ス
ト
フ
Ỹ
ミ
リ

ー
と
し
て
登
録
い
た
だ
い
た
ご

家
庭
に
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
・
国
際
理
解
の
一

助
と
し
て
、
ւ
外
学
生
の
受
入

れ
先
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け

る
ホ
ス
ト
フ
Ỹ
ミ
リ
ー
を
ื
集

し
ま
す
。

　

過
去
に
、
中
学
生
ւ
外

ݣ

に
行
か
れ
た
ご
家
庭
や
、
ホ
ス

ト
フ
Ỹ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
り
、
ま
だ
ご
登
録

が
済
ん
で
い
な
い
ご
家
庭
は
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
登
録
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
˝

問
合
せ　

教
育
課
総
務
班
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

33-

７
７
１
６

ϗ
ス
ト
フ
Ỹ
ϛ
リ
ー
の

ϗ
ス
ト
フ
Ỹ
ϛ
リ
ー
の

登

募
集

登

募
集

年度の子ども模ٖ議会ࡢ▲
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５日㈫・11 日 
1� 日 ・25 日 

日ؗٳ月のࠓ

˔
จ
Խ
の
日
・
日
ຊ
Ҩ
࢈

૯
࢛

ࢢ
σ
ー

　

11
݄
３

 
⣼

　

จ
Խ
の

に
;
さ
Θ
し
い

౷
の
ٕ


౷
ܳ

な
ど
の
実
ԋ
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、

ຊ
Ҩ
産
「
北
૯
࢛

ࢢ
ߐ
戸
ل
行
」
の
Ψ
イ
μ
ϯ

ス
施
ઃ
と
し
ͯ
、
ࠤ

ࢢ
ɾ

田
ࢢ
ɾ
߳
औ
ࢢ
ɾ

ࢠ
ࢢ
の

౷
จ
Խ
、

؍
ޫ
、

産
な
ど
を

հ
し
ま
す
。

˞
จ
Խ
の

の
た
Ί
、
入

ྉ
が
ແ
ྉ
と
な
Γ
ま
す
。

【
ମ
ݧ
・
実
ԋ
】

˔
ࢳ

　͗

11
݄
̎


、
̐

 
ৼ
ସ
ٳ


　


い
ણ
ҡ
を
೨
Γ
合
Θ
ͤ
ͯ
長
い
ࢳ
に
す
る
ࢳ
つ
Ή
͗
の
ٕ
を
実
ԋ

し
ま
す
。

˔
ম
き
い
も
࡞
Γ　

11
݄
24

 

　

ৠ
し
ম
き
に
し
た

Έ
֪
の
த
に
さ
つ
ま
い

を
入
れ
、
ম
き
い


を
࡞
Γ
ま
す
。

　
　
　
　
　

ੜ
֔
学
श
՝
จ
Խ
ࡒ
൝


��
ổ
̍
̍
̍
̎

ᶺ ���

　

ઙ
間
ࢁ
ݹ

と
ؠ
屋
ݹ

（
ീ
）

　

ઙ
間
ࢁ
ݹ

や
ؠ
屋
ݹ

の
調
査
か
ら
、
被

者
が
ඇ
常
に
ߴ
い
身
分
と
し
て
の


۰
を
受
け
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
ड़
べ
て
き
ま
し
た
。
本
連
載
を
締
め
く
く
る
に
あ

た
り
、
ઙ
間
ࢁ
ݹ

と
ؠ
屋
ݹ

の
被

者
૾
に
ഭ
り
ま
す
。

　

４
月
߸
で
৮
れ
た
と
お
り
、
印
波
は
下
総
国
の
領
域
の
中
ԝ
に
あ
り
、
印
波
国
造
が

治
め
た
地
域
で
し
た
。

　

ݹ

時
代
の
国
造
（
く
に
の
み
や
つ
こ
）
と
い
う
の
は
、
大
和
Ԧ
ݖ
か
ら
地
方

と

し
て
与
え
ら
れ
た
身
分
の
こ
と
で
、

総

島
に
は
10
の
国
造
が
割
ڌ
し
て
い
ま
し

た
。
他
地
域
と
比
べ
て
、
国
造
の
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
ら
な
い
地

域
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
が
、
ඇ
常
に
力
の
あ
る
ෳ
数
の
߽
族
が
支
配
で
き
る
よ
う

な
๛
か
な
土
地
で
あ
っ
た
と
も
み
な
せ
る
で
し
ょ
う
。
َ
ౖ

と
小


の
下
流
域
は

ߑ
ਫ
な
ど
の
Ө
ڹ
に
よ
り
、
開
発
す
る
の
が
難
し
い
地
域
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

治
ਫ
を
制
し
た
の
が
印
波
国
造
で
、
そ
の
本
ڌ
地
は
印
旛
Ӝ
の
東
؛
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
80
年
後
（
７
３
０
年
代
）、
こ
の
地
域
は

生
܊
（
は
に
ỵ
う
ぐ
ん
）

と
い
う
行
政
۠
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
使
用
さ
れ
た
大
量
の
木
簡

（
も
っ
か
ん
）
が
、
ಸ
ྑ
の
都
・
平

ژ
の

地
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
木
簡
と
は
、

紙
が
ී
ٴ
す
る
以
前
に
、
文
書
な
ど
を
書
い
た
木
の
ബ
板
で
、
ՙ
ࡳ
に
も
用
い
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
に
、
当
地
域
を
語
る
木
簡
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
「
ࠨ
ฌ
Ӵ
下
総
国

生
܊
大
生
直
野
上
養
布
十
段
」
こ
こ
に
は
、
都
の
ࠨ
ฌ
Ӵ
で
出


す
る
大
生
部
直
野
上
と
い
う
人
物
に
ॆ
て
て
、
生
活
費
に

え
る
布
を
十
反
分
送
る

と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、大
生
部
（
お
お
み
Ϳ
べ
）
と
い
う
ࢯ
名
（
う
じ
な
）
と
、

直
（
あ
た
い
）
と
い
う

（
か
ば
ね
）
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
大
生
部
は
、
ـ

内
を
本
ڌ
と
す
る
ਗ
生
ࢯ
と
い
う
大
߽
族
に
つ
な
が
る
ࢯ
族
で
す
。
ਗ
生
ࢯ
は
、
ࣣ
世

ل
に
お
い
て
上
ٶ
Ԧ
家
と
い
う

ಙ
太
子
一
族
の
養
育
係
で
あ
り
、

ಙ
太
子
が
ઁ
政

と
し
て
活
༂
し
て
い
く
中
で
成
長
し
、東
国
経
営
に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
直
」
は
、
国
造
の
大

が
त
け
ら
れ
て
い
た

で
し
た
。

　

こ
の
࢙
料
か
ら
、
ཾ
角
寺
ݹ

܈
を
造
営
し
た
ࢯ
族
が
大
生
部
ࢯ
で
あ
り
、
７
世
ل

に
ࢸ
っ
て
、
上
ٶ
Ԧ
家
と
ີ
接
な
つ
な
が
り
の
あ
る
中
ԝ
の
大
߽
族
と
結
び
つ
き
、
印

波
国
造
の
地
Ґ
に
就
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
の
で
す
。(


৲
ळ
生
「
大
生
部
直
と

印
波
国
造
Ổ
ݹ
代
東
国
࢙
ݚ
ڀ
の
一
試

Ổ
」ứ
千
葉
県
立
中
ԝ
ത
物
館
ݚ
ڀ
報
告　

人
文
科
学
Ừ
２
０
０
１
年
）

　

ף
Ґ
十
二
階
の
最
上
Ґ
に
あ
た
る
金
ಔ

ף
০
や
、
࣫
ృ
り
の

を
与
え
ら
れ
、
の

ち
に
最
大
ن

の
方

を
築
く
こ
と
さ
え
ڐ
さ
れ
た
理
由
の
一

が
こ
こ
に
ࣔ
さ
れ
て

い
る
と
ݴ
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ࣣ
世
ل
を
中
心
に
、
中
ԝ
の
政
ݖ
か
ら
当
地
域
の
߽
族
が
ඇ
常
に
力
の
あ
る
者
と
認

め
ら
れ
た
記
೦
ൾ
が
、
ઙ
間
ࢁ
ݹ

と
ؠ
屋
ݹ

と
し
て
今
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
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૯

方
の

家
に

Θ
る
ࢿ
ྉ
を
ࢀ
ߟ
に
し
た
ண
༻
๏
に
よ
Γ
よ

Ζ
い(

(ߕ

ɾ
͔
Ϳ
と(

ႀ)

ɾ
ଧ
ֻ
を
ࢼ
ண
し
ま
す
。
長
କ
ɾ
長
ζ
Ϙ

ϯ
の
ண
༻
ਪ

。
小
ֶ
生
ର

。

˔
え
び
͢
ߨ
の
料
理　

11
݄
20

 
、
21

 

　
「
ڕ
の
ࣽ
付
͚
」「
ന
和
͑
」「
が
͡
΅
͡
な
ま
す
」「
し
͡
Έ
の
味


ो
」「
さ
し
Έ
」
な
ど
一

の

ച
ൟ

を
ײ
ँ
す
る
͑
ͼ
す
ߨ
の
ྉ

ཧ
を
࠶
ݱ
し
ま
す
。

˔
೪

͋
そ
び　

11
݄
̒

 
、
７

 
、
12

 
、
13

 

　

ಃ
ܳ
༻
の
೪

に
৮
れ
ͯ
༡

ま
す
。
５
ࡀ
Ҏ
Լ
は
Ҿ

者
が
ඞ
ཁ

で
す
。
༡
ん
だ
೪

は
࣋
ち
ؼ
れ
ま
ͤ
ん
。

˔
ݹ

Ψ
イ
υ　

11
݄
̕



　


૯
の
Ή
Β
と
ͦ
の
प
ล
の
ݹ

を

館
৬
員
が
Ҋ

し
ま
す
。
ू

合

所
は
コ
ー
ス
に
よ
Γ
決
定
し
ま
す
の
で
、


お

い
合
Θ
ͤ
く

だ
さ
い
。
ఱ
ީ
に
よ
Γ
த
ࢭ
の

合
が
͋
Γ
ま
す
。

▲ුੈֆのり▲ݹΨイド
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ふれプラ図書室からのごҊ内
։ࣨ時ؒ　９時から 17 時まで
問  合  せ　ふれプラ図書室　　
　　　　　　　　　　　 33-33�5

Bookmarks
ʰ͓୳しຊਤॻࣨまͰʱ ▲図書ࣨ

とある町の、とある٤店の、と
ある࠲੮には不ࢥ議な都市説が
あった。その੮に࠲るとその੮に
っている間だけ、んだ通りの࠲

「時間」に移動ができるという。
ただし、そこにはඇ常にめんどく
さいルールがあって…。

年金らしのݪ࠺。࠺のྱ子は
いわΏるऴ活に心だが、のӳ
ଠは「生きているうちにࢮの準備
はしない」という主義。だが、自
分の人生にケリをつけるためにऴ
活をしようとࢥい立つ。そのऴ活
がࢥわ͵事態を引きىこし…。

、にෝした日向༝ҥはࡋ地ࢤ
上司となるѨ古部からͻとつの
課題を出されていた…。新判事
ิとบが強す͗るࡋ判が、市内
でىこる特殊ٗ事件にむ。現
代の࢟を「司法」であͿりだす社
会リーΨルミステリー。

Ѫしさにؾづか͵͏ちに
口ढ़和ʗஶ　サンマーΫ出൛

な終׆　
内ؗ子ʗஶ　ߨஊࣾ

ӕかਅݴか
ཛྷ人ʗஶ　จय़秋ेޒ

今݄の新ץ

　スポーツのळ、ܳ ज़のळ、ಡ書のळですが一番はやっͺり食ཉのळʂʁळは食もののおいしいقઅですͶ。
　ふれプラ図書室では、食ものをテーマにした小આや、料理の本などをల示しています。
　食ཉのळに、おいしͦうな本でおෲを満たしてみませんかʁ

おങいついでに、日ࠒの食生活をݟ直すνϟンスʂϕジϛルに 30 ඵ間ふれるだけであなたのઁࡊ取
ྔが測定できます。また、食と健康のઐ৬（へるすあっୂ）に健康に関することを気ܰに૬ஊできます。

日にち 時　ؒ 内　容

11 月５日㈫
10 時 30 分～

13 時 30 分

・ϕジϛル測定
・フレイルνΣック
・個ผ૬ஊ（理栄ཆ士・ࣃՊӴ生士）
・ઁࡊ取ྔを૿やすためのレシϐ
・ϕジϛル測定者に、நબでܠあり

11 月６日 

11 月８日㈮

11 月 11 日 

会　場　ナリタϠ安食ళ
　　　　（Ӎఱの場合は、ళฮ内イートインスペース）
　　　　※予は必要ありません。
問合せ　健康հޢ課健康ਪਐ班　
　　　　　　　　 33-770�

ʓへるすあͬୂの૬ஊ内容

ແྉʂϕδϛϧʢઁࡊऔଌఆثʣଌఆձ
Δ͋ͬ͢ୂ *N φϦλϠ҆৯ళ

・理栄ཆ士ー食に関すること　　ྫ）家で؆୯に作れるࡊたっりの料理を知りたい。
。みにくくなったטいものがݻ。Պに関すること　ྫ）お口のषいが気になるࣃՊӴ生士ーࣃ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ࡊを食られる口づくりをしたい。
・保健ࢣーମに関すること　　　　ྫ）݂ӷࠪݕの݁Ռのݟ方が知りたい。
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料　２人分　れんこんࡐ˔ �0H　ハϜ２ຕ　ྫྷౚࢬ౾（ൽΉき）20H
　マϤネーズ大さじ１と１ʗ２　ཻ入りマスタード大さじ１ʗ２
　Ԙগʑ　こしょうগʑ
り方࡞˔
①れんこんをいちょう切りにする。ハϜを分に切り、５NN ෯に切る。
　ྫྷౚࢬ౾をղౚする。
ᶄುにਫを入れてՐにかけ、切ったれんこんをᣐでてਫを切る。
ᶅ①のࢬ౾、ᶄをボルに入れ、マϤネーズ、マスタードを加えて和える。
　Ԙ・こしょうを加えて和える。
１人分エネルΪーɿ213LDBM　Ԙ分ɿ0.�H
˔よくטんで৯ることはංຬを予防したり、ࡉ๔のಇきを׆発にするなど、さま͟まな
　ޮՌがあります。一口 30 ճを目ඪに、よくטんで৯ましΐ͏。

Α͘טΜで食ましΐ͏ʮれΜこΜαϥμʯ

問合せ　健康հޢ課健康ਪਐ班　　 33-770�

「͓となのΉしࣃ」に
ɹؾをつ͚ましΐう

11 月̔日は「いいࣃの日」

˙おとなのΉしࣃ「ࠜ໘（こんめん）͏ৰ ( しΐく )」
　中高年の間でಛ的なおとなのΉしࣃともݴわれるʰ根໘う
ৰʱが注されているのをごଘじでしょうかʁ
　�0 歳で 20 本以上のࣃをすことをͦࢦうと �020 運動
がんに行われ、�0 歳で 20 本以上ࣃがっている方のׂ合
は５ׂをえています。しかし、ͦのお口の中にはࣃ周පやΉ
しࣃがগなくありません。
　ಛにʰ根໘うৰʱは૿えているというௐࠪ݁Ռもあります。

˙ʰࠜ໘͏ৰʱとはʁ
　うৰとはΉしࣃのことで、h 根໘うৰʱとは、本དྷなら骨
やࣃの中にあるきࣃの根が、࿐出してしまいͦの໘にで
きたΉしࣃのことを意ຯします。
� ったݮがࣃ �� えるݟが長くなったようにࣃ �� の間ࣃ
に食がڬまりやすくなった � とײじることがあれ、h根
໘うৰʱのة険にさらされているかもしれません。
˙ʰ根໘うৰʱのݪҼ
代ද的なݪҼに次の事があ͛られます。
周පがਐ行しているࣃ˓
ʓ間ҧったࣃみがき　
ʓࣃぎしりや食いしり
ʓ加齢によるࣃのݮり
ʓお口の中がס૩している

˙ʰࠜ໘͏ৰʱが介な
　˚自֮状がগなく発ݟしにくい。
　˚࿐出した根໘のࣃみがきがしい。
。がਐ行しやすいࣃの಄の部分にൺてΉしࣃ˚　
。ࠔ療が࣏˚　
。が根元からંれてしまうことがあるࣃ˚　
˙ʰࠜ໘͏ৰʱの予防・対策
ʓࣃをなるく下͛ない
　ಛにࣃを下͛るݪҼは「ࣃ周ප」です。ࣃが下がれ、વएい人にもىこります。過
なྗでのࣃຏきもࣃを退ॖさせることがあるので、やさしいྗでみがきましょう。
ʓフッ化を活用

　家庭での高ೱ度のフッ化合ࣃみがきࡎやフッ化ચ口ӷも予に効

は

ࠜ໘うৰ

࿐出したࣃ根に

できたΉしࣃ
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問合せ
栄町こども家庭センター　 37-71�5

（ふれあいプラザさかえ内１階）
։設時ؒ　９時から 17 時 15 分まで

今月のؗٳ日
̏日 ʙ̑日 ɾ10 日 ɾ11 日 ɾ
17 日 ɾ1� 日 ɾ24 日 ɾ25 日 

            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問合せ　栄町こども家庭センター  37-71�5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  健康հޢ課健康ਪਐ班��� 33-770�

インϑΥϝʔγϣン߁݈
健　診　名 月　日 会　場 問合せ 対　象　者 内　容

１歳６か月児健康診ࠪ

11 月 14 日 
ふれあいプラザさかえ

３階大会ٞ室
こども家庭
センター

令和５年３月
生まれの子

内Պ・ࣃՊ健診 � 身ମܭ測 �
保健・栄ཆ・ࣃՊ૬ஊ

３歳児健康診ࠪ
令和３年５月
生まれの子

内Պ・ࣃՊ健診 � の۶ંݕ
ࠪ � 身ମܭ測 � 保健・栄ཆ・
Պ૬ஊࣃ

ೕ食教室 11 月 22 日㈮
ふれあいプラザさかえ

３階Իָ室① 健康հޢ課
健康ਪਐ班

令和６年５月 � ６月
生まれの子

身ମ測定 � ೕ食のਐめ方な
ど

はみがき教室 11 月 21 日 
令和６年１� ２月

生まれの子
ߨೕ食などの・ࣃ � 身ମ
測定

はみがきレッスン
（日受付可）

11 月７日  キッズランド 町内在住の方 お口の健康νΣック・૬ஊ

マタχティクラス
（事લ申込੍）

11 月 16 日㈯
ふれあいプラザさかえ

３階ࢹௌ֮室 こども家庭
センター

֓Ͷ৷５～８か月の
්とͦの家

ᔓཋମݧなど

活・プレίンプレシϣンケア૬ஊ
（事લ申込੍）

11 月９日㈯ ふれあいプラザさかえ
৷を希望されている

方、ͦのご家
৷に関する૬ஊ

※受付時間は予となっておりますので、健診の個ผ通知をご確認ください。

こどもの予防छ
　ଟくの医療機関で、インフルエンザの予接छが࢝まっています。

「ワクνンで͛るප気」を 7PD というのをごଘ知でしょうか。子どもた
ちがかかりやすい 7PD には、B ײەછ、ഏԌ球ײԌ、ϩタイルス؊ܕ
છ、ジフテリア、ഁই෩、百日せき、ポリΦ、日本Ԍ、インフルエンザ
などさま͟まなײછがあります。世界中には、マラリアやσンάのよう
にワクνンがないために有効な予ができͣ、ଟくの໋をୣっているײછ
もগなくありません。ͦんな中で、予のためのワクνンが開発されている
7PD は、大変গです。ײછを予するのに、安શで確実ੑの高い方๏
がワクνン接छなので、開発されているワクνンは接छしないともったいな
いともいえます。

赤ちΌんは生後２か月でϫΫνンσϏϡーを
　生まれたてのちΌんは、へͦのॹを通じ親から免Ӹ（߅ମ）をもらい、生
後６か月Ґになくなるとݴわれています。ͦの߅ମが役ཱつප気もありますが、
実は、生まれてす͙の免Ӹྗが一番ऑいのです。定期接छが࢝まる生後２か月の
生日からワクνン接छを࢝めることをおすすめしています。

ҙछは受͚た方がいいʁ
　予接छには、定期接छと意接छがあります。定期接छは、公費負担がద用され、国や町が
接छを強くすすめている予接छです。一方、インフルエンザワクνンのような意接छは基本
的に自ݾ負担となり、接छを受けるかどうかは接छを受けるଆにされています。
　インフルエンザワクνンは生後６か月から接छ可能です。令和６年度から、2
歳から 1� 歳までは点ඓༀでのワクνン接छが可能となりました。かかりつけ医
とよく૬ஊして、接छをごݕ౼ください。
　栄町では、්、お子さん（中学３年生まで）に対して、ࠓ年も、インフルエ
ンザ予接छ費用の一部助成を行っています。ৄࡉにつきましては、ϗーϜペー
ジもしくはおిでお問い合わせください。
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ؗٳͷ݄ࠓ

４日 ・５日㈫・
７ 日   ޕ 後 ٳ 館・11 日  ・
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　キッズランドは、子育て中の方が、情報を交したり、子育てのみをすなど、親子でָしく
過ごせる施ઃです。

ɹΩッζランドのར༻͓よͼࢠҭて૬ஊなどɺӫ町公ࣜΞΧンτ -*/& か
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　૬とラάϏーにເ中の小３の「新に͌に」の
後Ζにいつもくっつき、おֆඳきとՎうことが大
きな２歳のࣣւ。ͦれͧれのਪしは「大のཬ」
に「アンύンマン」と対象的なものの、２人ଗう
とやかなসいがઈえません。じ͌じ͊、
親ੰ、先生、ۙ所の方ʑにݟकっていただき、ス
クスクと育っている元気いっͺいのܑຓですʂ

ࢠͷཾເ݄ͬࠓ

2　お子さんの໊付けエϐιードを教えてくださいʂ
A　新・・新しい事にڪれͣνϟレンジし、新た
な未དྷを切り開いて΄しい。
ࣣւ・・大でਂいւのようにԺやかな৺で周り
をแみ込み、ࣣつのւをりาくようない世界
へӋたいて΄しい。

おうちの人にฉいてみましたʂʂ

ɹ৽͘Μ（ฏڮ∁ 27 ̔月ੜまれ）
あらたたかはし

ɹࣣւͪΌΜڮ∁ 	 ྩ̐̒月ੜまれ 

ななみたかはし
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　さ͟んかクラϒ連合会会һが、作成
した作をల示します。
日　 時　11 月 ６ 日   12 時 か ら　　
　　　　８日㈮ 12 時まで
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　ふれあいセンター
　　　　１階ల示ϩϏー
内　容　手ܳ（手ܳと作）、ಃܳ、
　　　　書ಓ、ֆը、写真、Վ、ആ
　　　　۟、༄など
※申込状況によっては、ల示がないも
　のもあります。
問合せ　福祉・子ども課社会福祉班
　　　　 33-7707

日　時　11 月 23 日㈯⣼
　　　　15 時から 16 時 15 分まで
会　場　ィッシϡトンϗテル・Ϣーカ
　　　　リ５階ϩイϠルィッシϡトン
費　用　無料
申込み　໊݅を「40 周年記೦ߨԋ会
　参加申込」とし、໊ࢯ ( ふりがな )・
　住所・連བྷ先ి番߸、参加人を
　ి子メールで送信
　　  JNCBOVNB!J-LPVJLJ.KQ
定　һ　50 人 ( 先ண順 )
申込期ؒ　11 月 1 日㈮から
　　　　　11 日 
　　　　　17 時まで
問合せ　公ӹஂࡒ๏人ҹᏞপ環境基金
　　　　 043-4�5-0397

日　時　11 月 12 日㈫
　　　　14 時から 16 時まで　
　　　　※要受ߨ予
会　場　ふれあいプラザさかえ　
　　　　２階会ٞ室①
有限会社いΖは　ࢣ　ߨ
　　　　代ද取క役
　　　　内　ࢯ　ྱݠ
受ߨ料　無料
定　һ　15 ໊（先ண順）
問合せ　栄町会
　　　　　　　　 95-0245

日　時　11 月 21 日 
　　　　13 時から 17 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　２階会ٞ室①
内　容　ब࿑૬ஊ
対　象　15 歳以上 39 歳までの方ま
　たはͦの家 40 歳代の自 （ཱब࿑）
　にみを๊えている方など
૬ஊ料　無料
申込み・問合せ　
　ిによる事લ申込み、またはメー
ルや 4N4 での予も可能です。
　（月༵日～金༵日・10 時から 1� 時）
　ち総地域ए者サポートステーシϣン 
　 24-7��0
　　IZTT!IPLVTPV-TBQPTVUF.KQO.PSH

　11 月 25 日から 12 月 1 日までは
「൜ࡑ被者ि間」です。
˔千葉県民のつどい
日　時　12 月 1 日 
　　　　13 時開࢝ (12 時受付開࢝ )
会　場　ઍ༿市生涯学習センターϗール
内　容　①൜ࡑ被等ࢧԉにるߨԋ
　　　　ᶄύネルσィスカッシϣン
　　　　ᶅ൜ࡑ被者ࢧԉԻָ会
定　һ　250 人
　( 事લ申込者優先、日入場可 )
申込み　11 月 27 日 ফҹ有効　
※参加者の໊ࢯ・住所・ి番߸を書
　いて郵送、'A9 または E メール、　
　ిにて。
˔ϛχ・生໋のϝοηーδల
日時・会場　
　① 11 月 25 日 ・26 日㈫
　　10 時から 16 時まで
　　ઍ༿ݝ 2JCBMM き΅ーる場
　ᶄ 11 月 27 日 
　　10 時から 16 時まで　
　　ઍ༿ݝி本ிࣷ・中ிࣷ間
　　1 階連བྷ通࿏
　ᶅ 11 月 2� 日 ・29 日㈮
　　10 時から 16 時まで
ケ୩市役所本ிࣷח　　 1 階市民ϗール
　ᶆ 12 月 1 日 
　　12 時から 15 時 40 分まで
　　ઍ༿市生涯学習センター
　　アトリϜΨーσン
問合せ・申込み　
( 公社 ) ઍ༿൜ࡑ被者ࢧԉセンター
　　　　　JOGP!DIJCBDWT.HS.KQ
　　　　　　　 043-225-5451
　　　   043-225-5453
※ϗーϜページの申込フΥーϜ
　からも申し込めます⾣

　「女ੑに対するྗをなくす運動」
期間中、人ݖ༴ޢҕһがి૬ஊに応
じます。
日　時　11 月 13 日 から 19 日㈫まで
　　　　ฏ日　� 時 30 分から 19 時まで
日　10ٳ　　　　 時から 17 時まで
　　　　　　　　 0570-070-�10
問合せ　ઍ༿ݝ人ݖ༴ޢҕһ連合会事
　ہ（ઍ༿地方๏ہ人ݖ༴ޢ課内）
　　 043-247-3555

ྗूஂによるҧ๏ࠨۃ、ではܯݝ　
行ҝおよͼඇ公વアジトのఠ発にけ
た取組みを行っています。
　গしでも「変だな」とײじることが
ありましたら、ࠣࡉなことでも݁構で
すのでد࠷りのܯॺへ通報をおئい
します。

ʪ通ใ・連བྷ先ʫ
　成田ܯॺ　 27-0110（代ද）
　ҹܯॺ　 42-0110（代ද）

ʲ安৯地区ਆࣾ८りΥーΫʳ
日　時　11 月 16 日㈯
　　　　10 時から 11 時 40 分まで
受　付　９時 40 分から
集合場所　イϕント場（大ਆ社ௗډ）
定　һ　15 ໊ఔ度（先ண順）
持ち物　ਫ分ิ給用ҿみ、運動できる
コース　①～ᶇを८ります (  2.5㎞ )
　　　①大ਆ社
　　　ᶄ子育ਫ子地ଂࡵ
　　　ᶅۨ形ਆ社
　　　ᶆཱౢਫਆ社
　　　ᶇ安食Ҵՙਆ社　　

ʲ総のΉらΥーΫʳ
日　時　12 月５日 
　　　　10 時から 11 時 40 分まで
受　付　９時 40 分から
集合場所　ドラϜのཬ
定　һ　20 ໊ఔ度（先ண順）
持ち物　ਫ分ิ給用ҿみ、運動できる
コース　ドラϜのཬ～総のΉら周辺
ओ　࠵　栄町健康づくりਪਐһ
申込み・問合せ　
　健康հޢ課健康ਪਐ班
　 33-770�
　ిまたは窓口での受付とします。
※定һになり次ୈ受付をऴ了します。

日　時　11 月 23 日㈯⣼
受　付　９時から９時 30 分まで
　　　　Ӎఱܾ行
։会式　９時 30 分から 10 時まで
　開会式ऴ了後、20 ໊ఔ度のάルー
プとなり順番にスタート。
※ΰール後自༝ղࢄ、おָしみநબ会あり
会　場　ઍ༿ཱݝ総のΉらとͦの周辺
集合場所　ドラϜのཬ
Ճ費　中学生以上ࢀ 500 円
　　　　子ども（４歳～小学生）200 円
　　　　※શֹϢχセフื金
定　һ　120 ໊（先ண順）
コース　①ཾ֯ࣉίース
　　　　　５キϩ
　　　　　家の町ฒみ、നಓ、　
　　　　　ઙ間ݹࢁ、ཾ֯ࣉ
　　　　ᶄࡔ田ϲίース　　　　　
　　　　　 3.5 キϩ
、学習Ӄॳ等Պਖ਼ಊچ　　　　　
　　　　　101 　、ݹ߸
田ϲࡔ　　　　　
　※①は総のΉら入館料ผ్必要
　※２໊以上での参加申し込みは、
　　ಉډ家のみ
申込み・問合せ　
　ઍ༿ݝϢχセフڠ会　　　　　　　　　　　　　
　　 043-226-3171
　（ฏ日 10 時～ 16 時）
HPɿXXX.VOJDFG-DIJCB.KQ
※お申込みはి、ϗーϜページいͣ
　れかの方๏でおئいします。

全ࠃ一੪「ঁੑの人ݖ
ϗッτライン」ڧ化िؒ

ҹᏞপڥ基金ઃཱ 40 प年
ԋߨ೦ه

令和６年度൜ࡑඃ者िؒについて݈ͮ͘߁Γਪਐһओ࠵
ळͷΥʔΩϯάۀࣄ

ϢχηϑɾラϒΥʔΫ
*/�૯ͷΉΒ

ୈ �� ճӫொ͟͞Μ͔Ϋラϒ
࿈߹ձ࡞ల

খさな会ࣾの 4/4・
ϗームϖーδの׆༻๏ηϛφー

ྗ集ஂによΔҧ๏事Ҋのࠨۃ
とඇ公વΞδτのఠൃڍݕ

▲申込み
フΥーϜ

ͪ૯Ҭएऀαϙʔτ
εςʔγϣϯͷब࿑૬ஊ
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1� 日 ɾ24 日 ɾ25 日 

　

日　11　࣌ 月９日㈯
　　　　９時 30 分から
　　　　11 時 30 分まで
ձ　場　安食小学校　ମ育館
参加費　無料
ఆ　һ　10 歳から 59 歳　10 ໊
　　　　60 歳以上　20 ໊（先ண）
　༰　ボッνϟ、ϐックルボール
　上ཤき、タΦル、ҿみなどͪ࣋
ਃࠐΈ　11 月７日 まで
　　　　９時から 17 時までにిにて
問合せ　生涯学習課スポーツ振興班
　　　　　　　　 95-1112

日　時　11 月３日 ⣼
　　　　９時 30 分から
　　　　15 時 30 分まで
会　場　ؠݹ・ཾ֯ࣉ
内　容　
では、ボランティアによるݹؠ˓
　Ψイド付きで、上でのల望や、ੴ
　室内の؍がָしめます。
開ாޚの૾࠱དྷࢣでは、ༀࣉ֯ཾ˓
　のもと、ボランティアΨイドがྺ࢙
　と伝આをղઆしますʂ
Ճ費　無料ࢀ
申込み　日、ؠݹやཾ֯ࣉに
　直接おӽしください。
問合せ　生涯学習課จ化ࡒ班
　　　　　　　　 95-1112
※Ӎఱなどによりؠݹに登れない
　場合があります。

1. 災害の備͑できていますかʁ
日　時　12 月６日㈮
　　　　10 時から 12 時
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　Իָ室①
定　һ　10 組
2. みんなでΫϦスマスをָしも͏
～人形ܶύレットによる
　　　　　　Վとགྷりもありますʂ～
日　時　12 月 20 日㈮
　　　　10 時から 12 時
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　ଟ的ϗールᶄ
定　һ　20 組

受付։１　࢝Ŋ ２ともに栄町
　　　　　公式 -*NE にて⾣
※֤ճともに定һにୡし次ୈ受付ऴ了

問合せ　栄町こども家庭センター　
　　　　　　　　 37-71�5

日　時　11 月 20 日 
　　　　10 時 30 分から
　　　　13 時 30 分まで
受　付　10 時 15 分開࢝　
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階ࢹௌ֮室、ௐ実習理室
内　容　ϛχߨ、ௐ理実習
LJUDIFO�31　ࢣ　ߨ ฏ　ڷ子　ࢯ
対　象　一般町民
定　һ　20 ໊（申込先ண順）
Ճ費　１人ࢀ 300 円
持ち物　エプϩン、ۊ֯ࡾ、マスク、
　ච記用۩、ਫ分ิ給用ҿみ
申込み　11 月 13 日 まで
問合せ　健康հޢ課健康ਪਐ班
　　　　 33-770�

日　時　11 月 17 日 
　　　　10 時から 11 時 30 分まで
場　所　΄΄えみ場（چञ直小学校
　　　　２階ଟ的場）
定　һ　先ண 15 （໊60 歳以上なら୭でも）
料のみ実費ࡐ　Ճ費ࢀ
内　容　ָしみながらਐめる学校ごっこ
　　　　（ֆ本ಡみฉかせ、ήーϜなど）
後　ԉ　栄町
その他　12 月以降もདྷ年３月まで、　
　ຖ月ୈ３日༵日開催（スクラッνア
　ートや場ݟ学など）
申込み・問合せ　栄町シルバー人ࡐセンター
　　　　　　　 95-6021

ʙؠݹとཾ֯ࣉ 104 ߸
　　　　　　　　　のௐ査結Ռからʙ
日　時　11 月 16 日㈯
　　　　14 時から 16 時まで
受　付　13 時 30 分から
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階大会ٞ室
内　容　ૣҴ田大学が、ؠݹおよ
　ͼྡ接する 104 ߸において、本年
　３月に行ったレーμー測ྔのௐࠪ成
　Ռなどについてごߨԋいただきます。
・Ҵ田大学東アジアૣ　ࢣ　ߨ
　　　　シルクϩードݹߟ学ڀݚ所
ௐࠪνーϜݹؠ　　　　
定　һ　先ண 100 ໊
申込み　不要・日受付
Ճ費　無料ࢀ
問合せ　生涯学習課จ化ࡒ班
　　　　 95-1112

　スマϗにങいସえたけど使い方が分
からない ...
　プϩのࢣߨに教えてもらいながら、
一ॹにスマϗσϏϡーしてみません
かʁ基ૅから分かりやすく教えます。

日　時　11 月 27 日 
　　　　12 月７日㈯
　　　　13 時 30 分から 17 時まで
（ありܜٳ）　　　　
受　付　13 時から
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階ࢹௌ֮室
受ߨ料　無料
定　һ　֤࠲ߨ先ண 15 ໊
申込み　ふれあいプラザさかえで申込
　書に記入のうえ提出
ओ　࠵　栄町教育ҕһ会
問合せ　生涯学習課社会教育班　
　　　　　　　　　95-1112

　年լ状に使うࢧׯのҹやֆ手ࢴにԡ
せる世界で１つのҹを作りましょう
日　時　11 月 10 日 
　　　　12 時から 17 時まで
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階ܳಃܳ室
　ࢣߨ元ஜ大付ଐ高校　ࢣ　ߨ
　　　　൧ౢ　ઍࢯ　ۂ
定　һ　先ண 12 ໊
Ճ費　1,200ࢀ 円（ҹࡐ料はผ）
持ち物　小ච、手ڸ
申込み　11 月 6 日 まで
ओ　࠵　生涯学習栄カルνϟークラϒ
問合せ　生涯学習課社会教育班
　　　　　　　　 95-1112

ܰεϙʔπࣨڭ

楽͘͠ᝰࠁʢͯΜ͘͜ʣࣨڭ

ۀࣄ։ެࡒɾॏཁจԽ࢙ఆࢦࠃ

ӫொจԽߨࡒԋձ

　　　　　　　εϚʔτϑΥϯࣨڭ

ͬͽ͌ϧʔム

େਓͷͨΊͷ৯ҭ࠲ߨ
ʙࡊΛͬͯ৯ࣄΛ๛͔ʹʙ

γϧόʔΧϨοδ։࠵

ݹؠ▲

ࣉ֯ཾ▲
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番
開
設
日※事݅・事ނの発生や気象݅などにより変更にな

　る場合がご͟います。
֤、はࡉৄ※ 。ॺの地域課へお問い合わせくださいܯ

　上記のスϩーΨンをもとに皆様からد
せ ら れ た 歳  た す け あ い ื 金 を も と に、
ひとり親家庭ࢧԉ事業（図書カード）
およͼ地域交流事業（助成金）を行います。

ʲͻとりՈఉࢧԉࣄ業ʳ
対象者　令和６年 11 月１日現在、ひとり
　親家庭で児ಐැཆ手を受給している
　家庭のお子さん
申請者　上記対象者の保ޢ者
申請方法　ిまたは直接社会福祉ٞڠ
　会へ申請
申請内容　 住 所・ 申 請 者 ࢯ ໊・ 申 請 者　
　ి番߸（日中連བྷの取れる番߸）・対
　象者໊ࢯ・生年月日
申請期限　11 月 22 日㈮
配布物　図書カード 1,000 円 � 人
配布者　 地 区 担  民 生 ҕ һ・ 児 ಐ ҕ һ　
　およͼओ児ಐҕһ

ʲ地Ҭ交ྲྀ事業ʳ
対象団ମ　ボランティアஂମなど
対象事業　歳期における高齢者などの
कり活動ݟ場所づくりやډ　
対象ཁ件
˓活動によりԸܙをうける方は栄町民で
　あること
˓ ଞ の 助 成 金、 ิ 助 金 の 対 象 と な っ て　
　いないこと

申請方法　申請書をϗーϜページより
　μンϩードし社会福祉ٞڠ会に提出
※会ϗーϜージをごཡいただきৄࡉ
　を確認してください。
申請書は、社ڠ窓口でもします。
˙申請期限　11 月 22 日㈮
˙助成金ֹ　１ஂମあたり上限 30,000 円
※助成金の上限ֹは、 応ืなどにより
。する場合がありますֹݮ　
問合せ　栄町社会福祉ٞڠ会
　　　　 95-1100

ʮͭͳ͕Γɹ͑͋͞͞͏
ɹΈΜͳͷҬͮ͘Γʯ

;Ε͍͋ϓラβ͔͑͞

６日 ・21 日  10 時から 11 時 30 分まで

15 日㈮ 13 時 30 分から 15 時まで

͔͞ͳ͓ίϛϡχςΟηϯλʔ

８日㈮・27 日  13 時 30 分から 15 時まで

૯ͷΉΒʢೖલʣ

19 日㈫・29 日㈮ 10 時から 11 時 30 分まで

12 日㈫ 13 時 30 分から 15 時まで

༠者はとても実で親切ͦうにِしてۙづいてきק　
ます（ِの信པ関）。一୴信པ関が構ஙされると
明നなڴしがなくてもק༠者のࢦ示にैするようにな
ります。৺理ૢ作がみに用いられࢧされていきま
す。ࢦ示されることに生きがいやتͼをײじ、ݴいなり
になっていきます。またࢧ者は΄かに࿑ಇなどのไ仕
を要ٻしてきます。
　信じ込んでૉらしいことをしているとࢥっている人
からの૬ஊは皆無にۙいです。΄とんどが親、知人、
ಉ྅などから「Կとかࢭめさせる方๏はないか」という
૬ஊです。

商法とはײྶ˒
い、無料の໊அ、手૬診அなどのサーϏスײྶ　
を提ڙしͦの過ఔで先のᜁりがあるなどফ費者の不安
をあおって高ֹなᆵやच、ҹؑなどをങわせる΄かに
。される๏ですٻ料などを要ف

˒マルν商法とは
　ネットワークϏジネスともݴわれています。やサ
ーϏスをൢചしたり、ଞの参加者をק༠することによっ
て利ӹを得る取引形ଶです。取引の形ଶが「無限連ߨ

（Ͷͣみߨ）」ࣅています。Ͷͣみߨは๏でࢭېされて
いますがマルν๏は「連ൢച取引」として規੍され
ています。

˒まとめ
　どちらの๏もマインド・ίントϩールによりק༠者・
ফ費者になった場合、ͦ こからൈけ出すことはࠔです。
。にあたってはྫྷ੩なஅと৻ॏさが必要ですܖ

๏マϧν๏のײྶ
ɹɹɹɹマインド・ίンτϩーϧについて

よせられた善意 （９月受付）よせられた善意 （９月受付）
町へ
○;るさとԠԉ寄附金
洋　                 52,000װ　ࠤ　 円
　ಗ໊（195 ݅）       　3,�12,000 円
業൛;るさとԠԉ寄付金ا˓
　栄産業株式会社            100,000 円
　ઍਫプラント株式会社  100,000 円
　共和ίンクリート業株式会社
   ઍ༿Ӧ業所     　          100,000 円
༿測ྔ株式会社　　100,000ࡾ　 円
ࣾ会ڠࢱ議会へ
˓一般寄附金　
　元 ;E30          　　　  　7,232 円
　ಗ໊（２໊）　　　　　 　4,000 円

（শུܟ）

૬ஊ日࣌
̑日 ɾ12 日 ɾ19 日 

（9 ࣌ �0 ʙ 12 ࣌ �1� ʙ࣌ 15 ࣌ �0 ）

˔栄町ফ費ੜ׆૬ஊһ͔らのϫϯϙイϯトΞυόイス
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１ 金

２ 

３ 日
ドラϜのཬࡇँײ【P.21】
国ࢦ定࢙・ॏ要จ化ࡒ公開事業【P.29】

４ 月
ふれプラٳ館日

５ Ր
ふれプラ・ドラϜのཬٳ館日

６ ਫ
ϛッキールーϜ【P.27】

７ 
はみがきレッスン【P.26】
すこやかタイϜ【P.27】

８ 金

９ 
༵開ி
活・ίンプレシϣンケア૬ஊ【P.26】
ܰスポーツ教室【P.29】

10 日
ָしくᝰࠁ教室【P.29】

11 月
ふれプラ・ドラϜのཬٳ館日

12 Ր

13 ਫ

14 
１歳６か月児健康診ࠪ【P.26】
３歳児健康診ࠪ【P.26】

15 金
アップ 3 จݿ【P.27】

16 
マタχティクラス【P.26】
栄町จ化ߨࡒԋ会【P.29】

17 日

1� 月 ふれプラ・ドラϜのཬٳ館日

19 Ր

20 ਫ
わくわくタイϜ【P.27】

21 
はみがき教室【P.26】

22 金
ೕ食教室【P.26】

23 
イルϛネーシϣン点౮式【P.21】
者ମݧ【P.21】
おはなしのくに【P.27】

24 日
ふれプラٳ館日

25 月
ふれプラ・ドラϜのཬٳ館日

26 Ր

27 ਫ
スマートフΥン教室【P.29】

2� 

29 金

30 

栄町࿕ಡไ仕会のごྗڠにより、
の不自༝な方にԻの「報さ
かえ」をおಧけしています。
社会福祉ٞڠ会 95-1100

のใ
（CD）

˔֤छ૬ஊ

ྍऴྃͷؒ࣌ɾؒྍɹʢडٸٹͷٳ˔ �� લ·Ͱʣ

৽खଓ͖ߋೝఆޢ月のೲཁհࠓ

　要հޢ認定の有効期限が
12 月日の方は、11 月 1
日㈮から申請ができます。
　れͣに更新申請をして
ください。
健康հޢ課　 33-7709

国民健康保険੫・・・５期
後期高齢者医療保険料５期

　　
　ೲ期限　12 月２日 

　ຖ月ୈ２・ୈ４༵日に֤
छ証明書を交付しています。

（祝日・年年࢝をআく。）
８時 30 分～ 17 時 15 分

　　੫課　 33-7703
　　住民課　 33-7704

༵։ி 人ޱͱੈଳ

人口 19,704 人 （� １）
男 9,724 人 （� ７）
女 9,9�0 人 （- ６）

世ଳ 9,366 世ଳ （� ７）

10 月１日現在（લ月ൺ）

૬ஊ໊ ɹ࣌ ձɹ ߹ͤ

人ݖ・行૬ஊ
５日㈫
13 時 30 分から 16 時まで

ऴ受付࠷） 15 時）

役場３階
ୈ２会ٞ室

くらし安શ課
 33-7710

৺の૬ஊ
（事લ予）

ຖिՐ༵日※５日㈫はٳみ
10 時 15 分から 12 時まで
※ 45 分で２受付

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室 いんো者

૬ஊセンター
 99-2501σイケアクラϒ

「΄っとする～」
（事લ予）

１日㈮・15 日㈮
ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

ফ費生活૬ஊ
５日㈫・12 日㈫・19 日㈫
９時 30 分から 12 時まで �13 時
から 15 時 30 分まで（࠷ऴ受付）

役場４階
環境課ࡁܦ

環境課ࡁܦ
 33-7713

教育૬ஊ
ຖिՐ・金༵日
※５日㈫ٳみ
10 時から 15 時まで

ふれあいプラザ
さかえ２階
Ώうがく館

教育ࢧԉセンター
 �0-1520

๏書士૬ஊ࢘
（事લ予）

13 日 
1� 時から 19 時 30 分まで

ふれあいプラザ
さかえ２階
和室①

社会福祉ٞڠ会
 95-1100

ふれあい૬ஊ
（৺ごと૬ஊ）

20 日 
13 時から 16 時まで

役場２階
社会福祉ٞڠ会

๏૬ஊ
（事લ予）

2� 日 
13 時 30 分から 16 時まで

役場２階
社会福祉ٞڠ会

認知カフΣ
Φレンジサϩン

15 日㈮　
10 時 30 分から 12 時まで
※どなたでも参加いただけます

ふれあいプラザ
さかえ１階
ϩϏー

健康հޢ課
 33-7709

生活ځࠔ出ு૬ஊ
８日㈮・22 日㈮
９時 30 分から 16 時まで

役場１階
ୈ１会ٞ室

さかえ・しすいワークラ
イフ・サポートセンター

 043-30�-6332

不動産૬ஊ
19 日㈫
10 時から 12 時まで
( ऴ受付࠷ 11 時 30 分）

役場３階
ୈ２会ٞ室

課ࡒըا
 33-7773

交通事ނ૬ஊ
（事લにお問合せく

ださい）

༵・日༵・祝日およͼ年年
をআく　９時から࢝ 12 時まで
13 時から 16 時 30 分まで

ઍ༿ݝி
本ிࣷ２階

ઍ༿ݝ交通事ނ૬ஊ所

 043-223-2264

　印旛ࢢ郡খࣇॳٸظපྍॴ （市健康理センター内ࠤ）043-4�5-3355

　ۙྡのओなٸٹපӃ
総栄පӃ 95-6�11・成田ेࣈපӃ 22-2311・成田පӃ 22-1500
日本医Պ大学ઍ༿総පӃ 99-1111・成田富ཬಙऱ会පӃ 93-1001
ҹ総合පӃ 33-3000・国際医療福祉大学成田පӃ 35-5600
※診療時間・診療Պは、直接පӃにお問い合わせください。

　ాٸපྍॴ 27-1116（成田市保健福祉館ෑ地内）
ྍՊ ɹྍɹ ྍؒ࣌

小児Պ・内Պ

月༵日～༵日 19 時～ 23 時

日༵日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～ཌ年 1 月 3 日

10 時～ 17 時

外　Պ
日༵日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～ཌ年 1 月 3 日

10 時～ 17 時
19 時～ 23 時

Պ　ࣃ
祝日（日༵日はআく）・振ସٳ日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～ཌ年 1 月 3 日

10 時～ 17 時

安৺ి૬ஊٸٹ ①月༵日～༵日　ˌ 7119
ᶄ日༵日・祝日・年年࢝・̜̬

 ① 1� 時～ཌே８時
 ᶄ　９時～ཌே８時

ྍՊ ɹྍɹ ྍؒ࣌

小児Պ
（15 歳以下）

月༵日～༵日 19 時～ 23 時

日༵日・祝日
12 月 29 日～ཌ年 1 月 3 日

９時～ 17 時
19 時～ 23 時

子どもٸපి૬ஊ ຖ日　ˌ �000 19 時～ཌே６時
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